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年
分
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圓
四
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振
替
貯
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東
京

一

八
ニ

0
四
番

旧 三 • 芝 • 京 東 所 行 發塾 義 應

三

.田

學

會

雜

誌

f

一
十
九
卷
第
十
號

二
元
的
經
濟
組
織
論

—

資̂
本
主
義
的
經
濟
生
活
に
於
け
る
經
濟
組
織
ご
し
て
の
公
共
輕
濟
に
就
て

.

永 

田

淸

ゾ
ム
バ
ル
ト
は
、
塵
史
的
な
視
野
か
ら
、
自
足
經
濟
•
村
落
經
濟
•
手
工
業

•
資
本
主
義
等
の
經
濟
構
成
形
態
を
參
げ
て
居
る
。
こ 

れ
等
の
誇
形
態
を
歷
史
的
な
發
生
過
程
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
充
分
な
學
問
的
價
値
を
も
つ
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
乍
ら
、
歷
史
的
な
視
，
 

野
を
通
し
て
、
而
し
て
そ
れ
か
ら
の
み
經
濟
的
機
構
を
遠
望
す
る
こ
と
は
、
經
濟
構
成
形
態
の
多
元
性
、
經
濟
組
織
の
累
積(

H

ざfun

力 

der wirtschaftssysteme)

の
强
調
に
墮
す
る
虞
れ
が
あ
る
。
ゾ
ム
バ
ル
ト
も
燈
か
に
、
そ
の「

經
濟
生
活
の
秩
序」

(Die 

O
r
d
n
u
n
g

 

des .wirtschaftslebens, 

1
9
2
5
)

に
於
て
、
ま

た「

近
世
資
本
主
義」(

D
e
r

 moderne 

tCapitallsmus.l 9
2
2
^
1

.
に

於

て

こ

の

 dd 
臉

を

‘
， 

冒
し
て
居
る
0
こ
の
種
の
危
隐
は
必
す
し
も
藤
史
的
遠
望
主
義
か
ら
の
み
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
實
に
於
け
る
譜
經
濟
構
成
形
態
..

二
元
的
雜
濟
組
織
論 

一

(
1

三
九
七)



二
元
的
經
濟
組
織
論 

ニ 

(
1

三
九
八)

の
事
實
的
羅
列
も
亦
、
等
し
き
多
様
性
•
多
元
性
の
昏
迷
に
陷
る
も
の
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
偶
然
的
な
諸
現
象
形
態
を
そ 

の
ま
、
列
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
は
、
經
濟
組
織
の
論
理
的
理
解
に
到
達
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
斯
く
て
、
類
型
の
構
成
は
，
歷
史
的 

偶
然
的
事
實
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
を
構
成
す
る
精
神
的
活
動
の
素
質
と
共
に
ア•

プ
リ
オ
リ
に
與
へ
ら
れ
る
も
の
で 

あ
る
。

‘
こ
の
故
に
、
經
濟
生
活
に
於
け
る
組
織
の
問
題
は
、
精
神
的
活
動
の
素
質
、
構
成
形
態
の
內
的
意
義
に
對
す
る
理
解
よ
り
發
足
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
る
理
解
に
よ
っ
て
、
吾
々
は
經
濟
組
織
の
累
積
を
整
序
し
、
而
し
て
こ
れ
を
基
本
的
な
理
想
型
に
遺
元
す
る
こ
と 

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
無
論
こ
の
場
合
と
雖
も
、
歷
史
上
の
發
展
過
程
、
現
實
の
發
現
形
熊
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
事
實
上
、
そ 

う
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た

單

な

る

發

展

の

叙

述

、
事
實
の
羅
列
を
避
け
、
把
握
さ
る
べ
き
諸
形
態
の
内
的
意
義
に
基5

 

て
、
こ
れ
等
諸
種
の
形
態
を
論
理
上
の
類
型
に
結
び
っ
け
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
は
、
精
神
的
活
動
の
素
質
，
構
成
形 

態
の
內
的
意
義
を
如
何
に
理
解
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
組
織
分
類
の
標
準
と
な
る
べ
き
精
神
的
容
觀
性
を
如
何
に
確
立
す
る
か
で
あ 

る
0斯

る
理
解
、
斯
る
確
立
は
論
者
の
見
方
に
よ
っ
て
種
々
相
違
す
る
で

あ
ら
う
。
然
し
こ
の
客
觀
性
の
類
型
構
成
は
、
ィ

ヒ

ト

の

指 

示
す
る
や
う
に
、

近
代
社
會
學
の
中
に
於
て
明
ら
か
に
達
成
せ
ら
れ
て
居
る

C
1
Y
即
ち
社
會
構
成
に
於
る
テ
一
一
ー

ス

の「

ゲ
'
マ

ィ

ン 

シ
ャ
フ
ト

」

と

.

「

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

」

と
の

ニ
類
型
は
社
會
科
學
研
究
の
發
展
に
於
て
储
か
に

特
殊
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の 

二
形
態
は
偶
然
的
に
直
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
を
構
成
す
る
意
志
の
本
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
社
會
的j

股
生
活
の
範
圍
に
於
け
る
、
內
的
必
然
性
よ
り
生
起
す
る
意
志
の
基
本
的
形
態
か
ら
匿
卵
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

H
.

 

Teclu, 

W
e
s
e
n

 u
n
d

 

F
o
r
m
s

 

der Finanzwirtschaft, 

1928, 

s.

テ1
1
1

ス
に
從
へ
ば
、
人
間
意
志
の
槪
念
は
二
重
の
意
味
に
於
て
理
解
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
謂
は
ぐ
本
質
ト
：異
れ
る
二
っ
の
意
志 

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
凡
て
の
精
神
作
用
は
思
惟
の
與
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
的
の
も
の
と
謂
は
れ
る
か
ら
、
そ
の
中
に
思
惟 

が
含
ま
れ
る
限
り
に
於
け
る
意
志
と
、
そ
の
中
に
意
志
が
含
ま
れ
る
腿
り
に
於
け
る
思
惟
と
に
展
別
せ
ら
れ
る
。
各
人
は
感
情
•衝
動
， 

欲
望
の
多
様
性
が
そ
の
中
で
統一

を
有
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
相
關
的
全
體
を
觀
念
す
る
。
併
し
此
の
統一

は
、
第

一

の
意
志
の
槪
念
に 

於
て
は
、
現
實
的
若
し
く
は
自
然
的
の
統1

と
し
て
、
他
の
概
念
に
於
て
は
*
理
念
的
若
し
く
は
作
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
理
解
せ
ら 

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
前
者
の
意
味
に
於
け
る
人
間
意
志
を
本
質
的
意
志(

w
e
s
e
m
v
m
e
)

と
稱
し
、
後
者
の
意
味
に
於
け
る
そ
れ
を
選
擇 

意

志(
K
u
r
w
m
e
)

と
い
ふ
。
斯
く
て
、
本
質
意
志
は
、
そ
が
思
惟
自
身
の
屬
す
る
と
こ
ろ
の
實
在
の
形
式
に
於
て
者
へ
ら
れ
る
限
り 

に
於
て
は
、
人
體
の
心
理
的
同
等
物
若
し
く
は
生
命
の
統一

原
理
で
あ
る
。
然
る
に
，
避
擇
意
志
は
思
惟
そ
れ
S
體
の
構
成
物
で
あ
っ 

て
、
假
令
そ
の
實
在
が
他
の
も
の
に
よ
っ
て
認
識
せ
ら
れ
、
ま
た
斯
く
の
如
き
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
得
る
と
し
て
も
、
そ
の
創
造
者 

——

思
惟
の
主
體——

に
對
す
る
關
係
に
於
て
の
み
實
在
化
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
異
れ
る
二
っ
の
意
志
の
槪
念
は
行
爲
に
對 

す
る

原
因
若
し
く
は
傾
向
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
點
で
2
に
共
通
し
て
居
る
。
併
し
乍
ら
、
本
質
意
志
は
、
恰
も
生
成
す
る
と

こ
ろ
の
も 

の
が
過
去
か
ら
說
明
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
なS

や
ぅ
に
、
過
去
の
も
の
に
基
礎
を
有
し
、
而
し
て
そ
れ
か
ら
說
明
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

然
る
に
、
選
擇
意
志
は
そ
れ
が
關
係
せ
る
未
來
の
も
の
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
る
。
前
者
は
未
来
を
萌
芽
の
中
に
含
み
、 

二
元
的
經
濟
組
級
論 

三

(
1

三
九
九)
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元
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後
者
は
其
を
心
象
の
中
に
包
合
す
る
の
で
あ
る(

1〕

。

斯
る
意

志

の

®別
は
社
會
の
結
合
體
の
相
異
を
示
す
®
即
ち
本
質
意
志
に
基
くIS

型

は「

ダ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト」

で
あ
り
、
選
擇
意
志 

こ

ょ
る

そ

化
は

「
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト

」

で
あ
る
。

「

ダ
マ

イ

ン

シ
ャ
フ

ト

し
は
實
在
的
有
機
的
生
活
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
結
，
 

合
體
で
あ
り
"「

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
トJ

は
觀
念
的
機
械
的
構
成
物
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち「

ダ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
トJ

は 

繼
績
的
に
し
て
純
粹
な
る
相
S
生
活
で
あ
P
、「

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
&

單
に1

時
的
に
し
て
表
面
的
な
る
相
S
生
活
で
あ
る
。
斯
く
て
、
 

「

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト

J

自
體
は
生
活
有
機
體
で
あ
り
、
フ
ケ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
し
は
機
械
的
な
る
集
合
體•

截
作
物
と
し
て
理
解
せ
ら
る
ぺ 

き
で
あ
る(

2〕

®

(

1)
F. TSnni

タ Giehlschaft und GeseUschaft, 6. 

u. 7. AufL, 1626, Ss. 8
5
-
8
6
.

弁
森
氏
邦
譯
一
三O

I 1

買 
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一.
-り
I
 Ebenda, ss. 1-5 .

前

揭

邦

譯

ニ

一

五

頁

參

照 

チ11

1
ス
は
社
會
的1

般
生
活
に
就
い
て
意
志
の
分
類
を
行
ひ
、
そ
れ
に
基
い
て
二
つ
の
社
會
的
類
型
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、 

こ
の
方
法
は
經
濟
生
活
の
領
竣
に
於
て
も
等
し
く
適
用
せ
ら
れ
る
害
で
あ
る
。
イ

*
ヒ
ト
の
如
き
は
•「

従
來
の
凡
て
の
經
濟
形
態
に
對 

し
て
近
代
經
濟
の
も
つ
固
有
の
機
構
と
地
位
と
の
‘認
識
は
本
賞
的
に
斯
る
新
し
い
着
服
點
の
結
果
で
あ
る」

と
さ
へ
謂
つ
て
居
る
。 

果
し
て
チn

1
ス
の
影
響
下
に
在
る
か
如
何
か
の
問
題
は
姑
く
措
く
と
し
て
、
吾
々
は「

共
同
經
濟J

と

「

資
本
主
義
的
市
場
經
濟J 

と
を
對
立
せ
し
め
て
二
元
的
經
濟
組
織
を
說
く
リ
ッ
チH

ル
の
理
論
を
こ
i
で
問
題
と
し
ょ
ぅ
。
こ
の
理
論
は
経
濟
組
織
論
の
中
で
特 

に
注
目
に
値
す
る
と
思
ふ
か
ら
で
あ
る
。

へ
i 

H
.

 

Jechf, 

a. 

a. 

o. s
.

で7,

リ
ッ
チ
ュ
ル
の
理
論
の
特
徵
は
、
財
政
學
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
經
濟
生
活
の
領
域
に
於
て
"
公
共
經
濟
と
し
て
の「

ゲ
マ
イ
ン 

ウ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト」

と

「

市
場
經
濟J

と
を
對
立
せ
し
め
た
と
こ
ろ
に
在
る
。
無
論
こ
の
區
別
は
類
型
上
の
こ
と
だ
け
で
あ
つ
て
、 

實
際
上
の
經
濟
生
活
に
於
て
は
、
こ
れ
等
の
組
織
が
相
交
錯
し
て
居
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
。
寧
ろ
斯
る
形
式
上
の
分
類
に
ょ
り
、
却 

つ
て
こ
の
交
錯
關
係
が
明
瞭
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
故
に
の
み
、
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
理
論
が
注
目
に
値
す
る
學
的
價
値
ヶ
も 

つ
の
で
あ

ら

ぅ

。

ニ

財
政
現
象
と一

般
經
濟
組
織
と
の
密
接
な
る
關
係
は
こ
、
に
改
め
て
說
く
ま
で
も
な5

。

こ
の
關
係
は
少
く
と
も
二
つ
の
見
地
か
ら 

理
解
さ
れ
る
と
思
ふ
。

1

は
質
的
關
係
で
あ
る
。
財
政
は「

財」

を
核
心
と
す
る
公
共
體
の
行
爲
で
あ
る
か
ら
、
思
考
の
中
心
は
常
に「

財」

の
流
動
過
程 

に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
公
共
體
の
政
治
的
支
配
•
法
律
的
規
定
だ
け
で
は
財
政
現
象
に
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
等
の
行
爲
が「

財」

に
結 

ぴ
つ
く
と
き
、
は
じ
め
て
財
政
現
象
と
な
る
の
で
あ

る

。

而
し
て
斯
る「

財」

は
一
般
經
濟
組
織
を
前
提
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
從 

つ
て
、
財
政
と
一
般
經
濟
組
織
と
は
、
財
貨
の
消
費
、
再
生
産
、
蓄
積
、
獲
得
の
關
係
に
於
て
本
質
的
に
結
合
せ
る
も
の
で
あ
る
。
財 

政
は
、
個
別
的
に
看
れ
ば
、
其
の
主
體
た
る
公
共
體
の
牧
入
•支
出
に
於
け
る
經
濟
現
象
で
あ
る
が
、
斯
る
經
湾
行
爲
の
核
心
た
る「

財」 

が
經
濟
的
總
體
過
程
の
領
域
に
於
て
生
産
•
消
費
せ
ら
れ
る
點
に
於
て
、

一

般
經
濟
と
の
密
接
不
離
な
る
關
係
を
本
質
的
に
具
有
し
て 

二
元
的
經
濟
組
織
論 

五

(
1

四0
1
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居
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
財
政
ぎ
は
公
共
經
濟
の
學
理
で
あ
る
と
同
時
に
、
公
共
經
濟
と1

般
經
ぽ
と
の
間
に
於
け
る
相
■

々
係
の
學 

理
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ(

と
即
ち
公
共
經
濟
の
學
理
と
し
て
の
財
政
學
は
そ
れ
自
體I

：

面
的
な
理
論
の
擴
充
を
求
む
れ
ぱ
求
む
る
程
、 

1

般
經
濟
組
纖
と
の
關
聯
に
對
す
る
理
解
へ
向
っ
て
展
開
し
て
行
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
必
然
性
が
財
政
とI

般
經
後
と
の
質
的 

關
係
に
基
く
こ
と
は
旣
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
ら
ぅ
？
い。

(
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他
は
動
態
的
觀
察
よ
り
生
じ
て
來
る
と
こ
ろ
の
置
的
關
係
で
あ
る
。
公
共
經
濟
と
一
般
經
濟
と
の
結
び
付
く
こ
の
量
的
關
係
は一

般 

社
會
機
構
の
變
革
過
程
よ
り
生
じ
て
來
る
も
の
で
あ
る
か
ら
，
此
は
歷
史
的
な
過
程
か
ら
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
公
共
經
濟
と 

!

般
經
濟
と
の
量
的
關
聯
は
社
會
機
鶴
を
前
提
條
件
と
し
て
決
定
さ
れ
て
居
る
。
先
づ
問
題
を
歷
史
的
に
看
て
み
よ
ぅ
。
國
庫
の
富
有 

の
中
に
國
民
の
厚
生
を
認
め
た
カ
メ
ラ
リ
ズ
ム
の
時
代
、
ま
た
、
資
本
主
義
發
展
の
素
地
を
作
る
た
め
に
國
家
が
極
め
て
活
發
な
る
經 

濟
的
活
動
を
っ
ぐ
け
た
重
商
主
義
の
時
代
に
於
て
は
、
こ
の
置
的
關
係
は
極
め
て
廣
大
で
あ
っ
て
、
そ
の
範
圍
は
、M

'

ろ
全
面
的
で
あ 

C'

た
と
謂
っ
て
宜
い
。
然
る
に
資
本
主
義
發
展
期
に
於
て
は
、
そ
の
發
展
の
中
軸
が
國
民
的
國
家
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
す
、
國
家m

體 

の
經
濟
的
活
動
は
却
っ
て
後
退
し
た
。
こ
れ
に
は
無
論
必
然
的
な
理
由
が
あ
る
。
謂
は
ぐ
資
本
主
義
發
展
の
素
地
を
作
り
終
っ
た
國
家 

は
自
ら
の
後
退
に
よ
っ
て
資
本
主
義
自
體
の
發
展
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
ィ
.チ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
自
由
主
義
の
國
家
觀
は 

個
人
主
義
的
社
會
觀
の1

結
果
で
あ
る
か
ら
‘
 

a
家
は
こ
れ
を
構
成
す
る
各
個
人
の
目
的
遂
行
の
た
め
に
奉
仕
す
べ
き
機
■
に
す
ぎ
な

く
な
る
0
試
み
に
ア
ダ
ム•

ス
ミ
ス
の
論
述
を
擧
げ
よ
う——

「

自
然
的
®
由
の
制
度
に
位
れ
ば
、
君
主
は
唯
だ
三
個
の
任
務
を
有
す
る 

に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
任
務
は
重
大
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
通
常
の
理
智
を
有
す
る
者
に
は
簡
單
に
理
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
第1

は
社
含
を
他
の 

獨
立
せ
る
社
舍
の
暴
力
と
侵
略
と
か
ら
防
護
す
る
の
義
務
、
第
二
は
出
來
得
る
限
り
社
會
の
各
員
を
社
會
の
他
の
各
員
の
不
正
義
又
は 

壓
迫
か
ら
保
護
す
ベ
き
義
務
、換
言
す
れ
ば
、
正
義
の
嚴
密
な
る
行
政
を
確
立
す
る
の
義
務
，
而
し
て
第
三
は
こ
れ
を
設
立
し
維
持
す
る 

こ
と
が
個
人
又
は
少
數
の
個
人
の
利
签
た
る
こ
と
を
得
な
い
あ
る
種
の
公
共
事
業
及
び
あ
る
種
の
公
共
的
施
設
を
設
立
し
維
持
す
る
の 

義
務
で
あ
る」

と
。
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
謂
ふ
や
う
に
、
ス
ミ
ス
よ
り
ミ
ル
に
至
る
古
典
的
體
系
の
中
に
於
て
は
、
國
家
經
濟
は
本
質
的
に
市 

場
經
濟
に
對
す
る
妨
害
要
素
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
？
ぐ
從
っ
て
、
こ
の
意
味
か
ら
最
も
安
慎
な
る
國
家
が
最
良
の
國
家
で
あ
る
と 

5

ふ
理
念
が
生
じ
て
來
る
。
こ
の
時
代
に
於
け
ろ
國
家
經
濟
と一

■般
經
濟
と
の
量
的
關
係
は
ま
た
そ
れ
だ
け
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
つ 

た
。
然
る
に
，資
本
主
義
自
體
に
於
て
も
、
そ
の
發
展
の
過
程
に
於
て
、C

部
的
機
構
の
變
革
が
現
れ
る
。
こ
の
變
革
に
伴
っ
て
、
共
同
經 

1
組̂
織
の
擴
大
、
ま
由
市
場
經
濟
に
於
け
る
共
同
經
濟
的
要
素
の
繩
漫
が
次
第
に
現
出
し
て
來
る
。
こ
れ
を
メ
ム
バ
ル
ト
は
高
度
資
本 

主
義
よ
り
後
期
資
本
主
義
へ
の
移
行
と
呼
ん
だ
。
更
ら
に
、
最
近
の
傾
向
か
ら
謂
へ
ぱ
、
こ
の
量
的
關
聯
は一

層
緊
密
を
增
し
て
居
る
。 

統
制
經
濟
下
に
在
る
國
家
に
於
て
は
特
に
そ
う
で
あ
る
が
、
國
家
機
能
の
積
極
的
擴
大
を
企
圆
せ
ざ
る
自
由
主
義
國
家
に
於
て
も
、
世 

界
恐
慌
の
反
映
と
し
て
、
甚
し
き
國
民
所
得
の
減
退
に
も
拘
ら
す
國
家
經
費
の
總
額
が
少
く
と
も
停
滞
的
で
あ
る
か
ら
、
社
會
的
生
産 

物
に
食
ひ
む
國
家
の
役
割
は
比
例
的
に
看
て
增
大
し
て
居
る
。
斯
く
て
吾
々
は
社
會
機
棒
の
變
革
過
程
の
中
に
、
財
政
と
經
濟
と
の 

量
的
關
係
が
本
質
的
に
決
定
さ
れ
て
行
く
こ
と
^
理̂
解
す
る
？
：>。
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魅
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.
斯
く
の
如
く
、
財
政
と一

般
經
濟
組
織
と
の
關
係
が
密
接
で
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
從
來
こ
の
問
題
に
對
す
る
研
究
は
一
般
經
濟
擧
者
， 

‘
經
濟
史
家
•
財
政
學
者
に
於
て
も
甚
し
く
若
却
さ
れ
て
居
つ
た
。
例
へ
ぱ
*
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
如
き
で
さ
へ
、
そ
の
庞
大
な
る「

近
世
資 

，
本
主
義」

の
中
に
於
て
、
國
家
及
び
國
家
經
濟
を
、
こ
の
資
本
主
義
組
織
に
對
す
る
對
照
と
し
て
で
は
な
く
、
之
を
資
本
主
義
的
組
織 

.
の
發
達
に
於
け
る
そ
の
影
響
に
於
てS

み
顧
慮
し
た
に
す
ぎ
な
い
こ
の
問
題
が
注
視
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
財
政
學
者
か
ら
で
あ
る 

が
，
そ
れ
も
比
較
的
近
時
の
こ
と
に
屬
す
る
。
是
は
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
。
惟
ふ
に
そ
の
直
接
的
因
は
、
財
政
學
者
が
徒
ら
に
財
政
學 

，め
獨
立
性
を
强
調
し
、
且
つ
そ
の
特
殊
化
の
中
に
理
論
上
の
興
味
を
覺
え
た
が
爲
め
で
あ
ら
ぅ
。
斯
る
財
政
學
の
ま
己
決
定
へ
の
努
力 

は
健
か
に
そ
れ
自
體
と
し
て
は
理
論
上
の
效
果
が
あ
つ
た
。
即
ち
シH

フ
レ
、
ヮ
グ
ナ
ア
、

コ
ー
ン
等
の
第
十
九
世
紀
財
政
學
者
に
ょ 

.
つ
て
、
財
政
學
は
そ
れ
自
體
獨
特
の
體
系
を
備
へ
る
と
共
に
、
そ
の
論
述
の
巧
容
に
於
て
も
著
し
き
進
歩
を
劃
し
た
の
で
あ
る
。
併
し 

乍
ら
、
こ
の
進
步
擴
充
は
飽
く
ま
で
も
財
政
現
象
の
遊
離
化
に
ょ
つ
て
行
は
れ
た
。
從
つ
て
、
こ
の
場
合
第
一
に
指
摘
さ
る
べ
き
こ
と 

,
は
、
財
政
と
一
般
經
濟
秩
序
と
の
相
關
々
係
及
び
こ
の
秩
序
の
形
象
中
に
於
け
る
財
政
の
組
織
的
類
別
に
對
す
る
理
論
的
認
識
の
欠
如 

，、で
あ
る
。
更
に
財
政
の
キ
體
た
る
國
家
も
、
經
濟
の
機
構
内
部
に
於
て
理
解
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
以
外
に
成
立
せ
る「

權 

-
R
J
.

と
し
て
解
釋
せ
ら
れ
て
來
た
。

1 

くgl., 
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新
く
て
E
し
き
財
政
の
認
識
は
從
来
の
財
政
理
論
に
位
っ
て
は
達
成
せ
ら
れ
な5

ひ
然
ら
ぱM

ロ
々
は
何
處
に
こ
れ
を
あ
め
る
こ
と
が 

出
來
る
か
。
財
政
と
經
濟
的
總
體
過
程
と
の
交
錯
關
係
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
、
之
を
事
實
に
從
つ
て
閩
明
す
る
の
も
！
っ
の
方
法
で 

あ
る
。
然
し
纖
に
述
べ
た
如
く
、
チ
ー
一
ー
ス
の
社
含
類
型
論
が
社
含
生
活一

般
の
內
容
を
明
ら
か
に
す
る
や
う
に
、
リ
„"チ
ュ
ル
に
於
け 

る
二
元
的
經
濟
組
織
の
認
識
は
、
財
政
と一

般
經
濟
と
の
組
織
形
態
を
個
別
的
に
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
す
、
更
に
此
れ
等
ニ
類
型 

の
交
錯
關
係
を
本
質
的
に
解
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
リ
タ
チ
ュ
ル
の
經
濟
組
後
二
元
論
の
意
義
は
、
單
な
る
經
濟
組
織
類
型
論
と
し
て
で 

は
な
く
、
以
上
の
交
錯
關
係
を
、
意
志
性
に
よ
る
組
織
の
分
類
に
よ
り
、
方
法
論
的
に
理
解
す
る
と
い
ふ
點
で
、
特
殊
の
學
間
的
慣
値 

:

を
も
っ
もQ

で
あ
る
。
斯
く
て
こ
の
研
究
の
意
«
は
ー
應
解
明
せ
ら
れ
た
。
進
ん
で
組
織
論
の
分
析
に
這
入
ら
う
。

II!

先
づ
、
公
共
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
類
型
上
の
區
別
及
び
其
の
間
の
相
互
作
用
の
問
題
は
從
來
如
何
に
取
扱
は
れ
た
か
を
督
見
し
よ 

う
。
灌
に
述
べ
た
や
う
に
、
財
政
の
構
成
と
經
濟
生
活
の
總
體
的
機
構
と
の
間
に
は
本
質
的
に
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
か
ら
、財
政
學
そ 

れ
自
體
の
說
明
の
中
に
も
、
こ
の
間
題
は
必
然
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
居
っ
た
。
斯
う
ふ
意
味
か
ら
謂
へ
ぱ
、
こ
の
二
者
間
の
密
接
な 

る
關
係
は
"
ィf

ヒ
ト
の

指
摘
す
る

や
う
に
、旣
に
百
冗
+
年
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
て
來
た
と
謂
つ
て
宜
レ
併
し
乍
ら
、こ
の
種
の

•
 

論
究
は
、
こ
の
二
者
間
の
■
係
の
積
極
的
な
解
明
で
は
な
レ
。
こ
の問

！®

の
積
極
的
解
明
は
、
第

一

、
公
共
經
濟
の
類
型
を
組
み
立
て
，
 

而
し
て
財
政
の
構
成
と
一
般
經
濟
ま
構
と
の
間
の「

相
應
形
式」

を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
、
經
濟
組
織
を
分
類
し
て
、
國
家
經 

濟
を
私
的
交
品
經
濟
組
織
と
並
立
す
る「

共
同
經
濟J

と
い
ふ
一
個
の
特
殊
な
組
織
と
し
て
考
ま
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ィ

*
ヒ
ト
は
こ 

二
元
的
經
濟
組
後
論 

九

(
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2
0 

の
第
二
の
方
法
を
新
財
政
理
論
の
傾
と
謂
っ
て
居
る
が
？
ぺ
こ
れ
が
吾
々
の
こ
\
に
主
題
と
す
る
リ
ッ
チ
ュ
ル
の「

共
同
經
濟
と
資 

本
主
義
的
市
場
經
濟」

の
理
論
で
あ
る
こ
と
は
特
に
指
示
す
る
ま
で
も
な
い
。
リ
ッ
チ
ュ
ル
は
何
故
に「

共
同
經
濟J

と

「

資
本
主
義 

的
市
場
經
濟J
と
を
對
立
せ
し
め
ろ
か
。
彼
れ
は
謂
っ
て
居
る
。

「

國
家
の
經
濟
を
そ
の
單
ー
性
に
於
て
認
識
せ
ん
と
す
る
努
力
は
"
以
前
の
財
政
學
說
で
は
"
國
家
の
經
濟
と
私
的
個
別
經
濟
と
の
比 

狡
と
い
ふ
結
某
に
な
っ
た
。
獨
逸
財
政
享
は
第
+
九
世
紀
を
通
じ
、
猶
ほ
思
っ
今
日
ま
で
こ
の
努
力
を
緩
け
た
が
、
こ
の
永5

期
間
を
經 

た
こ
の
方
法
は
本
質
的
に
何
等
の
結
果
を
も
擧
げ
て
居
ら
ぬ
。

.

.

.键
か
に
、
こ
の
問
題
設
定
自
體
が
誤
っ
て
居
る
し
，
且
っ
無
效
误 

な
の
で
あ
る
。
國
家
經
濟
と
私
經
濟
と
は
共
に
*1

個
の
統
！
意
志
に
よ
っ
て
導
か
ら
れ
る
個
別
經
濟
で
あ
る
。
.
.
.
.
國
家
經
濟
を
そ 

の
單一

性
に
於
て
認
識
す
る
こ
と
は
私
的
個
別
經
濟
と
の
比
較
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
其
は
自
由
交
易
經
濟
、
市
場
，
 

交
換
經
濟
、
即
ち
非
國
家
的
經
濟
結
合
の
組
織
と
の
區
別
に
よ
っ
て
達
成
せ
ら
れ
る
と
思
は
れ
る
。
今
日
互
に
對
立
せ
る
こ
の
二
っ
の 

趣
濟
組
織
は
自
由
な
る
資
本
主
參
的
市
場
經
濟
組
織
と
國
家
經
濟
に
於
け
る
共
同
經
濟
的
組
織
と
で
あ
る
。
，？〕

。

斯
く
て
リ
ブ
チ
ュ
ル
に
於
け
る
經
濟
組
織
諭
の
先
縦
は
國
家
經
濟
を
共
同
經
濟
組
織
の
概
念
の
も
と
に
把
捉
せ
ん
と
し
た
者
で
な
け 

れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
こ
の
範
園
に
於
て
、
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
理
論
と
結
び
っ
く
思
想
の
過
程
を
彼
れ
の
說
明
に
從
っ
て
槪
觀
し
よ
ぅ
。
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-

ア
ル
バ
ア
ト

•
シ
ェ
フ
レ
自
由
な
る
市
場
經
濟
に
對
文
し
"
こ
れ
を
完
す
る
經
濟
組
織
と
し
て
共
同
經
濟
組
纖
を
說
い 

た
も
の
に
先
づ
シ
*
フ
レ
が
あ
る
。
波
れ
は
經
濟
樣
式
の
多
様
性
を
認
識
し
，
こ
れ
を
系
統
的
に
指
示
し
て
居
る
。
而
し
て
吾
々
は
シ 

*
フ
レ
に
歸
り
こ
の
各
々
獨
立
せ
る
組
纖
を
觀
察
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
共
同
經
濟
の
理
論
を
！
層
明
白
に
、1

層
確
實
に
主
張
す
る 

こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
彼
れ
は
人
間
輕
濟
に
於
け
る
私
經
濟
的
組
織
と
共
同
經
濟
的
組
織
と
を
本
源
的
に
匿
別
し
た
0
更
ら
に
第
二
の 

集
®
と
し
て
自
由
委
任

」

の
組
織
を
こ
れ
に
つ
け
加
へ
た
が
、
後
再

*ひ
强
制
共
同
輕
濟
と
私
經
濟
と
を
對
立
せ
し
め
'、
黎
經
濟
の
中 

に
、
個
人
經
濟
と
集
合
經
濟
と
を
含
ま
せ
る
と
こ
ろ
の
二
元
論
に
歸
つ
て
居
る
。
こ
の
集
合
經
濟
は
こ
の
場
合
自
由
な
る
共
同
經
濟
と 

し
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
0

シ
*
フ
レ
に
從
へ
ば
，
私
經
濟
的
若
し
く
は
資
本
主
義
的
組
織
は
最
高
純
粹
效
用
へ
の
努
力
を
基
雄
と
す
る
。
&
利

の一

般
的
發
露 

か
ら
、競
幸
が
生
じ
て
來
る
。
斯
る
組
織
の
支
持
者
は
企
業
家
•資
本
で
あ
る
。
而
し
て
資
本
主
義
は
資
本
財
の
利
潤
獲
得
の
努
力
に
よ 

る
生
産
力
の
經
濟
組
織
で
あ
る
。
然
る
に
共
同
經
濟
は
社
舍
多
數
者
の
た
め
に
共
通
な
る
經
濟
で
あ
る
。
こ
れ
が
黏
經
濟
組
織
に
對
立 

す
る
意
味
の
共
同
經
濟
の
本
質
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
共
同
經
濟
組
織
は
麓
学
及
び
交
換
を
基
礎
と
ず
る
經
濟
生
活
に
這
入
り5 ;̂」

 

み
"
こ
れ
を
補
充
す
る
。
即
ち
此
は一

般
に
た
*-̂
國
民
經
濟
か
ら
考
察
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
私
經
濟
と
緊
密
に
融
合
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
"
 

人
間
社
に
於
け
る
完
全
な
る
經
濟
生
活
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
シH

フ
レ
に
於
け
る
共
同
欲
望
の
概
念
は
共
同
社
舍
の
欲
望 

で
は
な
く
て
、
綜
合
欲
望
、
集
合
欲
望
の
意
味
に
解
さ
れ
た
。
從
つ
て
、
共
同
經
濟
の
統I

的
基
本
力
と
し
て
の
共
同
志
向
は
こ
の
場 

合
棄
て
ら
れ
て
居
る
。
謂
は
*-̂
、
行
爲
の
種
々
な
る
原
動
力
及
び
動
機
に
基
い
て
種
々
な
る
經
濟
組
織
を
某
後
づ
け
や
ぅ
と
す
る
試
み 

二
元
的
鍵
濟
組
織
論 

I
I

(
！
四
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二
元
的
經
濟
組
織
論 

1

ニ 

(
1

四0

八〕

は
未
だ
シH

フ
レ
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
。
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
爲
め
に
、

シH

フ
レ
の
擧
げ
て
居
る
經
濟
構
成
の
全
體
を 

表
示
す
れ
ぱ
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

T

W
完

全

な

る

私

，
經
濟

a

投
■
的
營
業
部
門

b

個
人
的
•
自
由
意
志
的
奉
納
及
び
そ
の
受
酌(

家
族
形
態
の
如
き)

(

2)

共
同
經
濟

,
A

自
由
意
志
的
結
合

a

1

方
的
寛
大
、
主
と
し
て
共
同
利
用
的
組
合
、
永
織
的
慈
善
團
體 

,

'
 

-
b

相
互
滴
帶
的
讓
與
，
例
へ
ぱ
，
協
同
組
合
、
相
S
組
合 

B

强
制
的
結
合 

'
 

國
家
、
地
方
自
治
體
•
總
て
の
種
類
の
社
團(

1)

、

,(
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ニ

ア
ド
ル
フ
，
ヮ
グ
ナ
ア
ヮ
グ
ナ
ア
は
個
人
主
義
的
•
慈
善
的
及
び
共
同
經
濟
的
經
濟
組
織
と
い
ふ
三
つ
の
經
濟
組
織
を
ぁ 

げ
> 

各
々
其
の
基
礎
を
な
す
原
理
を
指
示
し
た
？
レ。

而
し
て
彼
れ
は
經
濟
行
爲
の
動
ま
か
ら
こ
の
三
つ
の
原
理
を
直
別
す
る
。
從
つ 

て
，
こ
の
匿
別
は
心
理
的
な
る
も
の
と
謂
へ
ょ
ぅ
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
個
人
經
濟
組
織
は
、
各
人
の
經
濟
的
利
签
へ
の
努
力
、
經
濟
原 

則
み
最
も
厳
密
な
る
實
現
に
基
ぐ
。
從
つ
て
こ
の
場
合
整
正
の
原
理
は
自
由
鼓
爭
で
あ
り
、
自
由
契
約
の
法
象
形
式
で
あ
る
。
而
し
て

彼
れ
は
共
同
經
濟
の
原
理
を
大
な
り
小
な
り
共
同
的
利
益
に
於
け
る
目
的
設
定
の
給
某
と
し
て
極
め
て
不
充
分
に
規
定
し
て
居
る
。
こ 

の
場
合
、
共
同
經
濟
は
、
ま
由
意
志
的
な
契
約
綺
結
に
基
く
g
由
共
同
經
濟
と
、
灌
カ
體
に
よ
っ
て
强
制
的
に
構
成
せ
ら
れ
る
强
制
共 

同
經
濟
と
に
分
た
れ
る
。
斯
る
共
同
經
濟
に
於
て
は
、
他
の
經
濟
原
理
の
標
準
と
は
異
っ
た
共
同
經
濟
的
原
理
が
作
用
す
る
。
即
ち
ヮ 

グ
ナ
ア
は
、
生
産
、
生
産
牧
益
の
分
配
> 

財
貨
の
消
費
、
費
用
充
足
等
が
總
て
社
會
目
的
に
應
じ
て
行
は
れ
る
と
こ
ろ
に
共
同
經
濟
の 

特
殊
性
及
び
他
の
經
濟
組
織
と
の
差
異
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
や
ぅ
に
、
私
經
濟
的
組
織
を
調
整
す
る
支
配
的
原
理
は
錢
爭 

の
原
理
で
あ
り
、
自
由
交
易
に
於
け
る
需
要
•
供
給
の
經
濟
原
則
で
あ
る
。
故
に
、
社
含
目
的
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
共
同
經
濟
組 

織
は
こ
れ
と
厳
密
に
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
れ
は
公
共
經
濟
存
立
の
基
礎
を
、
共
同
社
會
に
よ
る
欲
望
の
合
目
的
的
な
充 

足
と
い
ふ
技
術
的
な
方
面
と
、
私
經
濟
組
織
に
於
け
る
不
利
•損
害
に
對
す
る
墙
正
手
段
の
必
耍
と
に
認
め
た
。
斯
く
て
私
經
濟
組
織
と 

共
同
經
濟
組
織
と
は
、
近
代
經
濟
組
織
に
於
け
る
雨
翼
を
構
成
す
る
。
猶
ほ
、
慈
善
的
原
理
は
經
濟
的
領
域
に
於
け
る
道
德
的
行
爲
の 

內
的
規
定
力
を
基
礎
と
す
る
。
是
は
少
く
と
も
理
想
的
狀
態
に
於
て一

切
の
利
己
的
動
機
に
打
克
っ
も
の
で
あ
る
。
私
經
濟
的
組
織
に 

よ
つ
て
も
共
同
經
濟
組
纖
に
よ
つ
て
も
充
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
欲
望
充
足
の
間
隙
が
か
、
る
經
濟
組
織
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
。
更
に 

ヮ
グ
ナ
ア
に
よ
れ
ば
、
自
由
共
同
經
濟
は
ま
由
意
志
的
な
結
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
、
そ
の
構
成
員
の
播
利•

義
務
は
契
約
的
に
規
定 

せ
ら
れ
て
居
る
。
斯
る
輕
濟
は
私
經
濟
と
等
し
く
經
濟
的
自
利
を
基
礎
と
す
る
が
、
然
し
こ
の
自
利
は
遊
離
的
な
個
々
別
々
の
個
人
的 

利
签
原
理
で
は
な
く
て
、
連
帶
の
統一

原
理
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
組
織
に
於
て
は一

般
的
報
償
の
原
理
が
作
用
す 

る
。
猶
ほ
こ
の
場
合
、
共
同
欲
望
が
問
題
と
さ
れ
る
。
然
し
、
こ
の
欲
望
の
槪
念
は
個
人
的
集
合
欲
望
の
意
味
で
あ
っ
て
、
共
同
社
會 

二
元
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經
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組
織
論 
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二
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濟
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四
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一

0)
の
欲
望
で
は
な
い
。
斯
く
て
、
ワ
グ
ナ
ア
は
以
上
の
如
き
種
々
な
る
經
濟
組
織
の
累
積
を
說
き
、
こ
れ
等
の
組
織
原
理
が
結
合
し
て
實 

際
經
濟
生
活
を
構
成
す
る
こ
と
を
强
調
し
て
居
る
？
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三

マ

ル

ギ

*
'ト
•
カ
ッ
セ
ル
ワ
グ
ナ
ア
の
經
濟
組
織
論
の
根
本
思
想
は
大
戰
後
再
び
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
即
ち
マ
ル
ギ
ッ
ト
， 

力
*'

セ
ル
は
其
の
著r

共
同
經
濟
、
交
換
經
»
に
於
け
る
そ
の
地
位
と
必
然
性」

に
於
て
こ
の
思
想
を
展
開
し
て
居
る
。
被
れ
は
父
グ 

ス
タ
フ
•
カ
ッ
セ
ル
の
理
論
を
擴
充
し
て
、
種
々
な
る
經
濟
組
織
の
分
類
を
行
ひ
、
公
共
經
濟
の
基
礎
と
し
た
る
共
同
經
後
の
原
理
を 

確
立
し
た
0
こ
の
原
理
が
自
由
な
る
交
易
經
濟
の
鼓
爭
原
理
と
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
リ
•'チ
ユ
ル
の
比
喻
を
藉
り
る 

と
、
共
同
經
濟
が
市
場
經
濟
組
織
の
間
隙
を
埋
め
る
や
ぅ
に
、

マ
ル
ギ
ッ
ト
•
カ
ッ
セ
ル
は
父
カ
ッ
セ
ル
に
於
け
る
慣
格
構
成
の
享 

說
體
系
の
欠
陷
を
充
た
し
て
居
る
。
彼
れ
の
理
論
が
父
カ
ッ
セ
ル
の「

理
論
的
社
會
經
濟
®-

J

か
ら
出
發
す
る
こ
と
は
、
前
掲
書
の
序 

文
に
ょ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
謂
ふ——

「

全
國
民
經
濟
の
規
制
者
と
し
て
の
價
格
を
取
り
扱
っ
た
父
カ
ッ
セ
ル
の
研
究
か
ら
、 

私
は
こ
の
勞
作
を
言
く
べ
き
動
機
を
得
た
。
父
の
理
論
は
私
の
叙
述
の
必
然
的
な
前
提
及
び
基
礎
を
構
成
す
る」

T
M
J
。

グ
ス
タ
フ

•
 

カ
ク
セ
ル
の「

理
論
的
社
會
經
濟
學J

は
健
か
に
慣
格
構
成
を
中
心
と
す
る一

般
國
民
經
濟
理
論
で
あ
る
。
然
し
こ
の
場
合
と
雖
も
， 

財
政
現
象
は
全
然
無
視
さ
れ
て
は
居
な
い
。
こ
の
現
象
は
斯
ぅ
說
か
れ
て
ゐ
る
I

I

「

參
合
欲
望
は
近
代
文
明
社
含
に
於
て
極
め
て
包 

括
的
な
る
集
團
を
轉
成
す
る
。

.

.

.

.斯
る
包
括
的
な
る
集
合
欲
望
を
充
足
す
る
爲
め
に
は
、1

つ
の
大
な
る
經
濟
的
强
制
組
織
國
家
が

耍
求
せ
ら
れ
る
。
勿
論
、
斯
る
國
家
の
本
質
決
定
を
以
て
し
て
は
、
其
は
未
だ
充
分
特
徵
づ
け
ら
れ
な5

。

併
し
乍
ら
經
濟
學
の
見
地 

か
ら
す
れ
ば
"
國
家
は一

國
民
の一

般
的
集
合
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
の
斯
る
大
な
る
强
制
組
織
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
つ
て
"
 

ま
た
國
家
の
本
質
的
機
能
は
こ
の
欲
望
充
足
の
爲
め
に
必
要
な
る
そ
の
經
濟
行
爲
の
中
に
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
斯
る
觀
點
か
ら
、 

多
く
の
暖
昧
な
る
言
葉
が
浪
費
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
國
家
の
必
然
性
が
、
純
粹
な
る
經
濟
的
者
察
の
基
礎
の
上
に
は
じ
め
て
明
ら
か 

に
さ
れ
る
。

こ
の
純
粹
な
る
集
合
欲
望
の
性
質
に
基
く
必
然
性
は
全
財
政
の
出
發
馳
と
さ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
こ 

の
特
殊
科
學
は
は
じ
め
て
、
そ
の
本
質
的
且
つ
必
然
的
範
園
が
最
初
か
ら
論
理
的
必
然
性
を
以
て
決
定
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
、1

個 

の
後
固
た
る
核
心
を
取
得
す
る
。
而
し
て
こ
の
財
政
學
は——

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
I

全
經
法
學
と
の
有
機
的
な
相
互
關 

係
に
於
て
說
明
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
し
？
ぃ
"
併
し
乍
ら
自
由
な
る
價
格
構
成
の
み
が
經
濟
組
纖
の
間
題
に
於
け
る
唯1

の
可
能
な
る
解 

決
で
は
な5

。

そ
こ
で
、
父
カ
ッ
セ
ル
は
費
用
原
則
に
對
立
す
る
も
の
と
し
て
、
經
濟
財
が
特
殊
の
報
償
な
く
し
て
消
費
者
に
提
供
せ
ら 

れ

る「

無
償
原
則」

を
擧
げ
、
こ
の
原
則
を
次
の
如
く
說
い
て
居
る——

「

無
償
原
則
は
明
ら
か
に
生
産
と
同
樣
消
費
の
ぽ
カ
體
に
よ 

る
調
整
を
必
要
と
す
る
。
さ
ぅ
し
て
其
の
厳
密
な
る
結
果
に
於
て
は
、
共
産
主
義
と
f

れ
る
經
濟
形
愈
に
到
達
す
る
。
然
し
"
無
償 

原
則
に
達
す
る
以
前
に
、
費
用
原
則
か
ら
の
幾
分
の
偏
差
が
現
れ
る
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
こ
の
場
合
"

一
定
の
財
が
債
格
以
下
で
付 

與
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
需
要
が
そ
の
充
足
費
用
全
部
を
食
擔
せ
す
し
て
充
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
る
偏
差
は
現
在
の
交
換
經
濟
に
於
て 

は
可
成
り
廣
ス
生
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

j

般
に
其
は
正
常
よ
り
の
偏
差
と
見
做
さ
れ
、
多
く
、
誤
れ
る
政
治
ま
た
は
國
民
經
濟
組
織 

の
ダ
陷
の
結
と
し
て
、
若
し
く
は
、
高
々
、
暫
く
忍
ぶ
べ
き
救
濟
策
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
？
乂
斯
く
て
、
父
カ
ッ
セ
ル
は
一 

二
元
的
經
濟
組
織
論 

1

五

(
1

四I
I
〕



二
元
的
經
濟
組
織
論 

1

六

(
1

四1

ニ)

應
無
償
原
則
に
よ
る
財
政
組
織
の
存
立
は
之
を
認
め
た
け
れ
ど
も
、
之
を
以
て一

個
の
獨
立
し
た
經
濟
組
織
と
し
て
說
く
に
至
っ
て
は 

居
な
い
。
彼
れ
に
於
け
る
現
存
經
濟
組
織
の
基
本
命
題
は
矢
張
り
價
格
構
成
の
過
程
に
於
け
る
費
川
原
則
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

然
る
に
マ
ル
ギ
ッ
ト
•
カ
ッ
セ
ル
は
自
由
意
志
的
に
行
は
れ
る
交
換
經
濟
に
對
立
す
る
も
の
と
し
て
權
カ
體
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
共
同 

經
濟
を
規
定
す
る
。
即
ち
强
制
經
濟
と
い
ふ
特
殊
の
經
濟
組
織
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
權
カ
體
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
經
濟
の
原
理 

は

「

共
同
經
濟
的
原
理」
と
稱
ぱ
れ
る
。
こ
の
共
同
經
濟
の
原
理
は
經
濟
的
原
理
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
社
會
的
な
經
濟
を
巡
っ
て
規 

定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
强
制
經
濟
に
於
て
は
、
費
用
原
則
は
當
て
嵌
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
-
共
同
經
濟
の
原
理
が
作
用
す
る
。
こ
の 

原
理
に
從
っ
て
，
欲
望
充
足
の
爲
め
の
費
用
は
社
會
的
に
調
達
せ
ら
れ
、
財
貨
は
消
費
者
に
無
償
で
給
與
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
マ
ル
ギ 

ト

•
カ
ッ
セ
ル
は
、
費
用
原
則
と
無
償
原
則
と
に
於
て
は
、
相
對
立
し
た
經
濟
原
則
が
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
强
調
す
る
。
こ
の
思
想 

が
旣
に
ワ
グ
ナ
ア
に
於
て
現
れ
て
居
る
こ
と
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
ら
ぅ
。
ワ
グ
ナ
ア
に
於
て
も
、

マ
ル
ギ
ッ
ト
•
.力
！̂ 

セ
ル
に
於
て
も
、
こ
の
相
異
れ
る
經
濟
原
則
は
同
じ
經
濟
行
爲
に
於
け
る
異
れ
る
動
機
か
ら
解
決
さ
れ
る
。
即
ち
欲
望
充
足
と
い
ふ
點 

に
於
て
は
同
じ
經
濟
行
爲
で
あ
る
が
、
交
摸
經
濟
に
於
て
は
、
與
へ
ら
れ
た
る
手
段
を
以
て
可
及
的
大
な
る
利
用
效
果
を
あ
げ
ん
と
す 

る
原
則
が
作
用
し
、
共
同
經
濟
に
於
て
は
、
與
へ
ら
れ
た
t
t會
的
目
的
に
よ
っ
て
こ
の
行
爲
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
原
則
が
作
用
す
る 

の
で
あ
る
。

マ
ル
ギ
ッ
ト
•
力
プ
セ
ル
に
よ
る
と
、共
同
社
含
は
、
財
の
不
分
割
性
及
び
其
の
受
動
的
消
費
が
普
通
の
慣
格
構
成
を
非
經
濟 

に
若
し
く
は
不
可
能
に
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
。
受
動
的
消
費
と
は
個
人
が
償
格
を
支
拂
は
な
い
け
れ
ど
も
、
猶
ほ
共
同
欲
望
の 

ま
足
か
ら
條
外
さ
；

得
ざ
る
場
合
を
意
妹
す
る
。
即
ち
積
極
的
な
消
費
過
程
に
は
這
入
ら
な
か
が
、
共
同
欲
望
.の
充
足
と5

ふ
點
で
、

個
人
が
必
然
的
に
消
費
行
爲
を
行
ふ
場
合
を
意
味
す
る
。
か

i
る
受
動
的
消
費
は
財
貨
の
集
合
性
の
爲
め
に
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
か 

く
共
同
經
濟
は
個
人
の
消
費
過
程
と
い
ふ
全
く
個
人
主
義
的
な
方
面
か
ら
看
て
も
必
要
と
な
っ
て
來
る
。
更
に
こ
の
共
同
財
の
不
分
割 

性
か
ら
、
强
制
組
纖
の
必
要
が
說
明
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
マ
ル
ギ
ッ
ト
•
カ
ッ
セ
ル
は
社
含
的
歸
趣
の
棒
成
へ
進
む
。か

-
-

る
歸
趣
と
し 

て
彼
れ
の
あ
げ
る
と
こ
ろ
は一

般
的
文
化
發
展
で
あ
る
。
こ
の
文
化
發
展
の
觀
點
が
内
容
的
に
極
め
て
意
味
不
明
旅
で
あ
る
こ
と
は
ィ 

*
ヒ
ト
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
2

•鬼
に
角
"彼
れ
が一

個
の
理
想
的
國
家
經
濟
の
明
膝
な
る
歸
趣
を
定
め
、共
同
經
濟
と
市
場
經 

濟
と
の
關
係
を
政
治
的
强
制
力
の
理
解
に
基
い
て
明
ら
か
に
し
た
點
は
之
を
看
過
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
斯
く
て
彼
れ
は
共
同
經
濟•. 

市
場
經
濟
な
る
二
元
的
組
織
の
必
要
を
次
の
如
く
說
い
て
居
る——

「

價
格
構
成
の
原
理
の
み
に
よ
っ
て
も
、
共
同
趣
濟
の
原
理
の
み
，
 

に
よ
つ
て
も
、
國
民
經
済
の
生
産
消
費
は
調
整
さ
れ
得
な
い
。
こ
の
雨
原
理
は
同
時
に
必
耍
で
あ
る」

と
？
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ゲ
ル
ハ
ル
ト
•コ
ル
ム
コ
ル
ム
も
亦
其
の
著

r

國
家
經
資
の
國
民
經
濟
的
理
論」

に
於
て
、
公
共
經
濟
を
市
場
經
濟
と
並
.‘
 

立
ず
る
特
殊
の
經
濟
組
織
と
し
て
述
べ
て
居
る
。
彼
れ
に
よ
れ
は
、「

現
代
の
經
濟
に
は
種
々
な
る
經
濟
組
織
が
あ
る
。
經
濟
紙
織
と
は 

二
元
的
越
濟
組
織
論 

1

七

(

1
K
3)
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こ
の
場
合1

個
の
經
濟
構
成
で
あ
る
。
か

&
る
構
成
は
理
論
的
に
は
組
織
形
式
と
し
て
考
察
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
は 

常
に
部
^̂
的̂
に
の
み
實
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
國
家
は
一
個
の
固
有
な
經
濟
組
織
の
把
持
者
で
あ
り
、
ま
た
支
配
後
力
及
び
行
爲
組
織
の
把 

持
者
で
あ
る
0
と
の
組
織
は
私
經
濟
と
尉
立
す
る
社
會
的
®
成
彻
を
作
り
上
げ
る
。
而
し
て
公
共
經
濟
の
本
質
は
公
共
經
濟
的
組
織
原 

理
の
特
殊
性
の
中
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
公
共
經
濟
が
私
經
濟
と
異
る
所
以
は
そ
の
目
的
構
成
に
在
る
。
換
言
す
れ 

ぱ
そ
の
本
質
的
な
る
相
異
は
公
的
行
爲
の
ぽ
趣
が
確
立
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
態
ま
に
あ
る
0
市
場
經
濟
は
、
慣
格
の
機
構
を
通
し
て
自 

由
意
志
的
に
生
す
る
が
、
公
共
經
濟
は
組
織
的
な
決
定
に
基
い
て
成
立
す
る
。
斯
く
て
コ
ル
ム
は
國
家
經
濟
の
特
性
を
强
制
の
性
質
と 

結
び
つ
く
行
爲
の
組
織
性
に
認
め
る
の
で
あ
る
。
故
に
彼
れ
は
か〜

る
經
濟
樣
式
を
强
制
經
濟
•公
共
經
濟
の
名
を
以
て
呼
ぶ
よ
り
も
"
 

組
織
體
經
濟(organwirtschaft)

と
い
ふ
の
が
遙
か
に
事
實
に
合
ふ
旨
を
つ
け
加
へ
て
居
る
。
蓋
し
こ
の
場
合
、
行
爲
を
決
定
す
る 

も
の
は
、「

市
場」

に
よ
る
規
制
で
は
な
く
て
、1
個
の「

組
織
體J

に
あ
る
か
ら
で
あ
る
c
i
oか
く
彼
れ
は
公
共
輕
濟
の
組
織
の
標
準
は 

之
を
行
爲
の
組
織
的
決
定
の
中
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
て
居
る
。
而
し
て
か
I
る
組
織
體
の
經
後
は
、
市
場
經
濟
と
共
に
資 

本
主
義
的
總
體
輕
濟
に
結
ぴ
つ
く
の
で
あ
る
。
從
ウ
て
こ
の
經
濟
は
資
本
主
義
的
經
濟
と
翻
立
す
る
意
味
の
共
同
經
濟
で
は
な
く
て
"
 

寧
ろ
資
本
主
義
經
済
か
ら
派
生
し
"
こ
れ
に
従
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
資
本
主
義
的
總
體
經
濟
の
中
に
、
組
織
體
經
濟
と
し
て
の 

公
共
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
ニ
組
織
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
が
コ
ル
ム
の
二
元
的
經
濟
組
®
論
で
あ
る
へ
る
。
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以
上
の
說
明
で
、
吾
々
は
財
政
と
私
經
濟
と
の
二
元
的
經
濟
組
纖
論
を
槪
觀
し
得
た
と
思
ふ
。
リ
ッ
チ
ュ
ル
は
こ
れ
等
の
組
織
論
を 

g
己
の
立
場
か
ら
各
々
批
判
し
て
居
る
。
例
へ
ぱ
，
マ
ル
ギ
ク
ト•

カ
ッ
セ
ル
の
說
を
、「

倫
理
的
目
的
設
定
に
於
て
、
存
在
の
科
學
的
認 

識
の
根
據
を
放
棄
す
る」

T)

も
の
と

謂
ひ
、

ま
たn

ル
ム
の
說
を
、「

效
果
あ
り
、
確
實
な
る
分
類
で
は
あ
る
が
、
結
局
に
於
て
不
滿 

足
な
も
の」

と
述
べ
て
居
る
。
然
ら
ば
、
彼
れ
は
自
己
の
二
元
的
經
濟
組
織
論
を
如
何
に
說
明
す
る
か
。 

.

(

1)
H
,

 

RitscW, 

p.
 

a. 

p s. 

2
7,

(

2

) 

Ders., 

Ebanda, 

w. 29, 

Ss. 

30-31.

旧

リ
ッ
チ
ュ
ル
は
公
共
經
濟
を
固
有
の
構
成
を
も
ウ
た
特
殊
の
經
濟
組
織
と
し
て
叙
述
し
、
而
し
て
現
在
經
濟
組
織
の
本
質
を
共
同
經 

濟
と
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
と
の
二
元
論
の
中
に
認
め
た
。か

-'

る
二
元
論
を
說
明
す
る
前
に
、
問
題
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
，
 

財
政
類
型
と
そ
の
發
展
階
段
に
關
す
る
彼
れ
の
論
述
を
あ
げ
て
お
か
ぅ
。
纖
に
述
べ
た
や
ぅ
に
、
歷
史
的
遠
望
主
義
は
現
象
の
發
生
的 

叙
迷
に
隨
し
、
從
つ
て
徒
ら
に
組
織
の
累
積
を
あ
げ
る
危
臉
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
リ
マ
チ
ュ
ル
の
論
述
は
、
國
家
、
經
濟
、
技
術
間
の 

■
係
、
國
家
鎮
域
と
經
濟
圃
"
國
家
經
濟
と
經
濟
組
織
間
の
關
係
を！

個
の
統1

あ
る
體
系
に
於
て
取
り
扱
つ
て
居
る
で
レ
點
で
特
に 

注
目
に
値
す
る
。

二
元
的
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錢
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彼
れ
に
ょ
れ
ば
、
國
家
經
濟
は
政
治
的
共
同
體
の
經
濟
で
あ
る
。
而
し
て
經
濟
と
は
欲
望
充
足
の
た
め
の
、
結
局
所
與
の
目
的
を
遂 

行
せ
ん
が
た
め
の
、
物
質
的
非
物
質
的
手
段
の
使
用
で
あ
る
。
故
に
、
何
等
か
の
國
家
目
的
を
實
現
す
べ
き
有
ら
ゆ
る
國
家
行
爲
は
國 

家
經
濟
の
槪
念
の
も
の
と
に
包
含
さ
れ
る
。
そ
の
充
足
が
國
家
經
濟
の
目
的
で
あ
る
と
こ
ろ
の
欲
望
は
共
同
欲
望
で
あ
る
。
か
ふ
る
欲 

望
は
社
會
の
構
成
員
と
し
て
の
個
人
に
ょ
っ
て
社
會
の
爲
め
に
主
觀
的
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
社
會
の
生
活
が
具
有
す
る
斯
く
の
如
き
精
神 

を
共
同
志
向
と
い
ふ(

1〕

。
即
ち
共
同
志
向
と
は
社
會
の
具
有
す
る
精
神
的
原
理
で
あ
る(

る
。
國
家
經
濟
の
强
制
は
、

個
人
が
反
對
す 

る
場
合
に
於
て
も
、
猶
ほ
、
個
人
を
し
て
恰
も
こ
の
共
同
志
向
を
有
す
る
か
の
如
く
に
行
爲
せ
し
め
る
。
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こ
の一

般
的
本
質
は
國
家
經
濟
の
次
の
如
き
種
々
な
る
類
型
に
於
て
現
れ
る
。

(
一

)

國
家
の
本
質
の
相
違
に
基
く
分
類

(

a)

支
配
國
家
と
共
同
體
國
家

(

b)

靜
止
的
國
家
と
擴
大
的
國
家

(

C) 

S
足
的
國
家
と
摊
取
國
家
若
し
く
は
肖
取
國
家 

(

a)

ま
配
的
國
家
と
共
同
的
國
家
と
の
直
別
は
、
國
家
理
念
の
把
持
、
從
ウ
て
同
時
に
、
國
家
の
種
々
な
る
意
義
•目
的
か
ら
生
す
る
。

ま
配
國
家
の
最
も
典
型
的
な
も
の
は
征
服
國
家
で
あ
る
。
こ
の
&
家
は
多
く
の
共
同
社
會
圏
を
包
含
し
®
服
す
る
。
是
は
國
贤
の
：

ijci ： 

志
向
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
な
く
、
た
權
力
の
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
征
服
國
家
と
し
て
吾
々
の
觀
察
す
る
も
の
は
、
種
々
な 

る
且
っ
等
し
か
ら
ざ
る
國
民
が
ffi力
的
に
結
合
せ
る
國
家
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
共
同
志
向
は
極
め
て
狹5

範
圍
に
限
ら
れ
る
。
即
ち 

國
民
の
少
層
若
し
く
は
王
朝
の
み
が
廣
沉
な
る
國
家
範
園
に
於
け
る
共
同
志
向
の
把
持
者
で
あ
る
。
吾
々
は
こ
の
例
を
中
世
の
獨
乙
王 

國
に
み
る
。
鐘
ほ
共
同
志
向
が
よ
り
廣5

範
圍
に
在
る
場
合
と
し
て
、
譜
支
配
國
家
組
織
が
あ
る
。
權
力
の
原
理
に
基
く
國
家
の
行
政 

直
域
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
例
へ
ぱ
第
十
九
世
紀
の
獨
乙
小
國
家
*
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
デ
パ
ル
ト
マ
ン
の
如
き
で
あ
る
。
然
る
に
共
同 

體
國
家
は
國
民
の
共
同
志
向
に
よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
國
家
に
於
て
も
、
國
家
の
屬
性
と

し
て
の
後
力
は
あ
る
0
然
し
こ 

の
播
力
は
、
共
同
體
國
家
に
於
て
は
、
廣
い
範
圍
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
共
同
志
向
の
實
現
を
確
實
に
す
る
た
め
に
役
立
っ
も
の
で
あ 

る
。
以
上
の
ニ
國
家
のi

t

成
形
式
は
"
そ
の
理
想
型
に
於
て
現
れ
る
こ
と
稀
で
あ
っ
て
、
常
に
雨
者
の
混
合
形
態
が
現
出
す
る
。

(

b)

國
家
經
濟
は
國
家
が
靜
止
的
で
あ
る
か
、
擴
大
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
其
の
類
型
を
異
に
す
る
。
國
家
の
擴
大
に
は
內
的
擴
大 

と
外
的
擴
大
と
が
あ
る
。
內
的
擴
大
と
は
國
家
領
域
內
に
於
て
非
國
家
經
濟
に
對
し
て
實
現
さ
れ
る
擴
大
で
あ
り
、
外
的
擴
大
と
は
外 

國
經
濟
に
對
し
て
權
カ
政
治
的
に
行
は
れ
る
擴
大
で
あ
る
。
更
に
こ
の
外
的
擴
大
は
其
が「

國
民
輕
濟」

と
並
行
し
て
現
れ
る
か
、
非 

國
家
的
個
別
經
濟
と
並
行
し
て
現
れ
る
か
に
從
っ
て
、
第

1

義
的
擴
大
と
第
！lii

的
擴
大
と
に
分
た
れ
る
。

國
家
若
し
く
は
國
家
經
濟
の
第1

義
的
擴
大
は
國
家
經
濟
的
•
政
治
的
權
力
の
横
溢
を
前
提
と
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
下
の
フ
ラ 

ン‘
ス
は
そ
の
例
で
あ
る
。
第
二
義
的
擴
大
は
非
國
家
的
な
經
濟
の
膨
服
の
結
果
よ
り
生
す
る
。
こ
の
膨
膜
は
次
の
事
情
に
よ
っ
て
现
れ 
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元
的
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お
後
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S
ま
細
胞
の
發
生
人
口
增
加
は
從
前
の
國
家
鎮
域
外
に
植
民
す
る
新
個
別
經
濟
を
發
生
せ
し
め
る
0
か
く
て
國
家
經
濟
に
數
し
、 

國
家
镇
域
擴
大
の
腐
戟
が
生
す
る
。
欲
望
充
足
原
理
を
基
礎
と
す
る
經
濟
生
活
の
組
織
が
撰
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ゆ
細
胞
の
成
長
經
濟
結
合
に
ウ

&
ま
れ
た

る
個
別
經
濟
の
數
は
同
一
で
あ
る
が
"
細
胞
そ
れ
自
體
が
成
長
す
る
場
合
こ
れ
で

あ 

る
®
個
別
經
濟
は
大
き
く
な
り
、
經
濟
細
胞
は
國
家
領
域
か
ら
は
み
出
し
*
他
の
範
圍
に
於
て
增
殖
す
る
。

ゆ

經
濟
細
胞
間
の
合
生
分
業

•交
易
に
よ
っ
て
個
別
經
濟
の
經
濟
的
結
合
に
統1

さ
れ
る

範
園
が
擴
大
す
る
場
合
こ
れ
で

あ
る
0 

か〜

る
經
濟
結
合
の
範
圍
が
經
濟
圏
で
あ
っ
て
-か

--

る
輕
濟
H
の
發
生
は
經
濟
的
利
害
關
係
の
摄
大
を
意
味
す
る
。
即
ち
國
家
及 

ぴ
國
家
經
濟
の
第11

義
的
擴
大
を
惹
き
起
ず
の
で
あ
る
。

(

C)

國
家
は
綜
合
欲
望
充
足
の
爲
め
の
手
段
を
自
己
の
生
產
經
濟
に
よ
っ
て
取
得
す
る
か
、
他
の
經
濟
結
合
か
ら
獲
得
す
る
か
に 

よ
っ
て
、
自
足
國
家
と
摊
取
國
家
と
に
分
た
れ
る
。
摊
取
國
家
は
政
治
的
手
段
を
用
ひ
て
、
他
の
經
濟
體
か
ら
自
己
の
欲
望
充
足
手
段 

を
獲
得
す
る
。
か〜

る
摔
取
國
家
は
必
す
し
も
征
服
國
家
で
は
な
い
。
敵
と
の
條
約
に
よ
っ
て
こ
の
目
的
を
達
す
る
勝
利
國
家
も
亦
こ 

れ
に
屬
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(

ニ)

經
濟
結
合
の
關
係
に
基
く
分
類 

P

A

1
經
濟
圏
に
對
す
る
關
係 

'〈

I：>

場

所

，

(

a)

包
括
的(

一

國
家
镇
域
が
數
個
の
經
濟
圈
を
包
括
す
る
場
合)

(

b)

合
致
的(

國
家
領
域
と
經
濟
圓
と
が
合
致
す
る
場
合)

(

C)

被
包
括
的(

國
家
が
經
濟
H
巧
に
包
括
せ
ら
れ
る
場
合)

(

2)

組
織

(

a)

分
散
的(

國
家
內
に
あ
る
各
經
濟
圏
に
於
て
、
國
家
が
夫
々
別
々
に
財
を
獲
得
し
、
そ
の
場
所
で
消
費
す
る
場
合)

(

b)

集
中
的(

全
ぽ
內
の
各
經
濟
圈
に
於
て
國
家
自
ら
生
産
し
又
は
徵
牧
し
た
財
を
首
都
其
の
他
の
場
所
に
集
中
し
て
國 

家
が
消
費
す
る
場
合)

B

經
濟
結
合
の
財
生
産
に
封
す
る
關
係 

〈

1)

混
層
的=

國
家
的
生
產
經
濟 

0
)

國
家
的
i
己
生
産

0
)

封
鎖
的
國
家
經
濟 

，

(05 .
)

經
濟
結
合
の
中
に
交
錯
せ
る
國
家
經
濟 

(

b)

國
家
的
營
利
經
濟 

(

2)

上
位
的=

國
家
的
侵
⑩
經

濟

^

(

a)

國
家
的
公
課
經
濟

二
元
的
鍵
濟
組
幾
論 

ニ
ー
ニ 

(

1

2
丸)



二
元
的
躯
濟
組
殺
論 

ニ
M

ス

I:gplo:> 

(

び)

直
接
使
用
し
得
る
財
貨
の
形
態
に
於
け
る
公
課 

.
(
0
2
0

交
換
手
段
と
し
て
使
用
し
得
る
財
貨
の
形
態
に
於
け
る
公
課 

(
b)

，

國
家
的
統
治
經
濟 

(

3)
包
攝
的=

國
家
的
單一

經

濟

.

(

國
家
が
全
生
産
を
營
む
場
合)

以
上
の
表
示
だ
け
で
、
經
濟
結
合
と
の
關
係
に
基
く
國
家
經
濟
の
分
類
型
は
明
瞭
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
各
類
型
の
內
容
を
明
ら
か
に
す 

る
た
め
に
、
簡
單
な
說
明
を
附
け
加
へ
ょ
ぅ
。

經
濟
結
合
は
經
濟
圏
を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
經
濟
圈
と
の
種
々
な
る
關
係
か
ら
國
家
經
濟
の
類
型
が
現
れ
る
。
ま
づ
國
家
經
濟
の
充 

た
す
全
領
域
が
、
經
濟
圈
を
包
括
す
る
場
合
が
あ
る
。
此
處
に
於
て
、
國
家
領
域
は
經
濟
結
合
に
含
ま
れ
た
る
多
く
の
經
濟
圈
を
包
括 

す
る
。
次
に
國
家
領
域
と
經
濟
圃
と
が
合
致
し
、
國
家
の
範
圍
が
經
濟
的
結
合
に
ょ
っ
て
完
全
に
充
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ぱ
、 

國
家
經
濟
が
同
民
國
家
の
巾
に
成
立
す
る
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
更
に
國
家
經
濟
が
經
濟
圈
の
場
所
的
擴
大
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
が 

あ
る
。
こ
の
と
き
國
民
國
家
は
世
界
經
濟
の
範
圍
に
，
鎮
坡
國
家
は一

國
民
經
濟
內
の
經
濟
圈
に
包
括
さ
れ
る
。
國
家
經
濟
は
經
濟
圈 

に
對
す
る
以
上
の
場
所
的
な
關
係
と
同
様
，
組
織
的
な
關
係
に
於
て
も
成
立
す
る
。
斯
る
組
織
的
關
係
に
於
る
類
型
は
國
家
經
濟
が
場 

所
的
に
經
濟
圈
內
に
包
括
さ
れ
て
居
る
場
合
に
眼
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
國
家
經
濟
は
分
散
的
か
集
中
的
か
で
あ
る
。
分
散
的
な
國
家 

經
濟
は
生
産
若
し
く
は
獲
得
せ
ら
れ
た
財
貨
を
經
濟
圈
外
に
移
出
せ
す
し
て
、
こ
れ
を
個
々
の
經
濟
圏
內
に
於
て
消
費
す
る
。
こ
の

形 

式
は
西
歐
諸
國
の
經
濟
的
•
國
家
的
發
展
に
固
有
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
集
中
的
國
家
經
濟
は
國
家
の
自
己
經
濟
に
よ

る
生
産
及
び
臣
民
か
ら
の
公
課
を
地
方
經
濟
園
か
ら
持
ち
出
し
、
之
を
中
央
に
於
て
消
費
す
る
。
こ
れ
は
無
論
財
貨
の
運
搬
が
技
術
的 

に
も
經
濟
的
に
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
か

\
る
例
を
吾
々
は
メ
ソ
ボ
タ
ミ
ヤ
及
び
エ
デ
ブ
ト
に
於
て
看
る
。

猶
ほ
國
家
經
濟
は
.
經
濟
結
合
と
の
關
係
に
於
て
、
財
貨
生
産
の
關
係
か
ら
樣
々
に
分
類
せ
ら
れ
る
。
第
一
に
國
家
經
濟
は
經
濟
的 

給
合
の
生
産
と
交
錯
す
る
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
國
家
經
濟
は
總
體
生
產
に
於
け
る
！̂
直
的
謝
面
又
は
切
片
を
示
す
。 

先
づ
國
家
の
生
產
經
濟
が
あ
る
。
こ
れ
は
國
家
が
綜
合
欲
望
充
足
の
爲
め
に
必
要
な
る
特
殊
の
財
貨
を
生
産
す
る
と
き
、
國
家
の
^
!
己 

生
産
と
し
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
國
家
の
生
産
經
濟
に
於
て
生
産
せ
ら
れ
る
財
貨
が
直
接
に
综
合
欲
望
の
充
足 

に
使
用
せ
ら
れ
す
し
て
、
間
接
に
こ
れ
等
の
欲
望
に
役
立
っ
交
換
手
段
の
生
産
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
國
家
的
營
利
經
濟
と 

い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
第
二
に
、
國
家
經
濟
は
斯
く
の
如
き
生
産
經
濟
と
し
て
の
み
で
な
く
、
獲
得
經
濟
•
侵
略
經
液
と
し
て
ト
：位
的 

に
現
れ
る
。
國
家
は
綜
合
欲
望
の
充
足
に
必
要
な
る
財
貨
を
、
政
治
的
手
段
に
ょ
っ
て
國
民
の
部
門
經
濟
か
ら
獲
得
す
る
。
經
濟
結
合 

に
於
け
る
個
別
經
濟
の
公
課
は
二
っ
の
形
態
を
と
る
。

一

は
直
接
國
家
經
濟
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
財
貨
の
形
態
で
あ
り
、
他
は
交
換 

手
段
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
財
貨
の
形
態
で
あ
る
。
こ
の
區
別
は
自
然
物
租
税
と
貨
幣
租
税
と
の
外
郁
的
區
別
と
同1

で
は
な
い
。
自 

然
物
で
も
、
こ
れ
が
直
接
國
家
に
ょ
っ
て
使
用
さ
れ
す
、
市
場
に
於
て
賣
却
•交
換
せ
ら
る
れ
ば
、
其
は
單
な
る
交
換
手
段
で
あ
る
。
猶 

ほ
上
位
的
な
國
家
經
濟
は
公
課
經
濟
と
し
て
の
み
で
な
く
、
其
の
も
と
に
*
す
る
部
門
經
濟
に
千
涉
し
、
其
の
生
産
•
消
費
を
統
制
す 

る
こ
と
が
出
来
る
。
第
三
に
國
家
經
濟
が
全
生
產
を
包
括
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
國
家
的
單一

經
濟
で
あ
っ
て
、
共
産
主
義
的
形 

態
の
も
の
で
あ
る(

1〕

0 

.
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リ

タ

チ
ュ
ル
は
以
上
の
如
く
國
家
經
濟
の
類
型
を
示
し
、
更
に
之
.
發̂
展
史
的
に
說
明
し
て
居
る
。
彼
れ
に

ょ

れ

ぱ
.

一

般
に
經
濟 

の
構
成
と
國
家
經
濟
の
類
型
と
の
間
に
は
密
接
な
る
關
係
が
あ
る
か
ら
、
國
家
經
濟
だ
け
の
特
殊
な
發
展
過
程
と5

ふ
も
の
は
あ
り
得 

な5
。

即
ち
國
家
經
濟
の
類
型
の
發
展
は一

般
經
濟
發
展
階
級
の
反
映
で
あ
る
。

こ
の
照
應
關
係
を
光
づ
國
家
的
生
產
經
濟
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

交
易

•
交
摸
な
き
自
然
經
濟
に
照
應
す
る
も
の
は
封
鎖
的
國
家
經
濟
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
封
鎖
的
宫
庭
經
濟
は
交
換
過
程
を
基
礎 

と
す
る
國
家
的
生
產
輕
濟
と
の
關
係
に
這
入
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
た

こ
の
場
合
、
國
家
的
公
課
經
濟
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
而
し 

て
こ
の
公
課
經
濟
は
か
-
•る
封
鎖
性
を
破
壞
し
‘
國
家
的
生
産
經
濟
を
導
入
し
や
ぅ
と
す
る
。
か
く
て
國
家
的
生
産
經
濟
が
臣
民
の
賦 

役
と
い
ふ
形
で
現
れ
る
場
合
に
、
封
鎖
的
言
庭
經
濟
も
封
鎮
的
國
家
經
濟
も
死
減
す
る
。
こ
、
に
於
て
交
易
が
現
れ
、
こ
れ
が
兩
者
間 

の
新
し
い
照
應
關
係
を
招
致
す
る
。
自
由
經
濟
に
於
け
る
自
然
物
交
換
を
伴
ふ
自
然
經
濟
に
於
て
は
-
經
濟
的
結
合
と
結
び
つ
く
國
家 

は
未
だ
現
れ
て
來
な5

。

何
故
な
ら
ば
、
か

、
る
階
梯
に
於
け
る
非
國
家
的
經
濟
の
經
濟
的
結
合
は
極
め
て
小
さ
く
，
從

つ
てi

i

々
な 

る
國
家
的
生
產
經
濟
は
、
此
の
結
合
と
關
係
な
く
•そ
れ
S
身
少
く
と
も
經
濟
的
に
同
列
の
種
類
の
全
體
で
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
貨
常
，
信
用
經
濟
に
於
て
は
、
分
業
は
進
み
生
產
は
特
殊
化
し
て
行
く
が
、
こ
の
場
合
、
國
家
の
生
產
經
濟
は
益
；

V

經
濟
結
合

と
結
び
っ
'
。̂
即
ち
國
家
經
濟
が
寶
買
を
通
し
て
市
場
と
給
び
っ
く
黏
に
於
て
"
國
家
經
濟
の
貨
幣
輕
濟
的
形
態
が
現
れ
る
。

更
に
資
本
經
濟
に
於
て
は
、
國
家
の
生
産
經
濟
は
、
收
益
性
の
見
地
の
も
と
に
於
け
る
經
營
に
移
行
す
る
0
と
の
場
合
、
生
産
設
備 

及
び
牧
益
財
は
資
本
と
し
て
評
價
せ
ら
れ
、
合
理
的
に
經
營
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
土
地
の
利
用
、
森
林
輕
營
•
其
の
他
の
行
政
經
營
に
，
 

於
て
，
牧
签
性
が
投
下
資
本
に
應
じ
て
計
量
せ
ら
れ
る
。
こ
の
經
營
形
態
は
、

一

部

は1

般
的
社
會
•
經
濟
組
織
か
ら
生
す
る
も
の
で
‘.
 

あ
り
、I

部
は
支
配
的
な
技
術
の
條
件
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
。
即
ち
國
家
的
生
產
經
濟
は
槪
し
て
領
主
的
若
し
く
は
大
經
營
的
形 

態
に
傾
く
。
自
由
經
濟
の
中
に
大
經
營
が
起
っ
て
來
る
と
、
租
税

•
信
用

•
資
本
の
能
力
あ
る
國
家
經
濟
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
方
向
に
，
 

於
け
る
活
動
力
が
與
へ
ら
れ
る
。こ

-'

に
"
自
由
經
濟
と
國
家
經
濟
と
の
經
營
及
び
企
業
様
式
の
間
に
於
け
る
緊
密
な1

致

•
同
型
が 

成
立
す
る
。
進
歩
せ
る
技
術
が
自
由
經
濟
及
び
國
家
經
濟
の
雨
領
域
に
採
用
せ
ら
れ
、
大
企
業
、
大
經
營
を
伴
ふ
經
濟
組
織
は
國
家
經 

濟
に
合
致
す
る
。

,25

上
、
間
題
を
靜
態
的
に
考
へ
て一

般
經
濟
の
發
展
か
ら
國
家
經
濟
の
發
展
を
み
て
来
た
。
類
型
構
成
の
原
動
力
を一

般
經
濟
に
お 

5

た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
か
、
る
發
展
の
原
動
力
は
た
自
由
經
濟
のI

面
だ
け
に
在
る
の
で
は
な5

。

よ
り
高
き
形
態
へ
の
發 

展
の
原
動
力
は
、
遙
か
に
、
國
家
經
濟
の
範
園
に
於
て
屠
ょ1

義
的
に
作
用
し
、
ま
た
そ
の
定
有
必
要
か
ら
そ
の
中
に
生
起
し
た
。
こ 

の
事
實
を
簡
單
に
說
明
し
よ
ぅ
。
封

鎖

的

廷

經

濟

、
並
に
國
家
經
濟
を
伴
ふ
無
交
易
の
自
然
經
濟
か
ら
自
然
物
財
貨
交
易
へ
の
移
行 

は
支
配
的
經
濟
形
態(

莊
園
經
濟)

の
構
成
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
猶
ほ
貨
盤
•
信
用
經
濟
の
發
生
に
よ
っ
て
"1

般
經
濟 

は
大
規
模
經
營
に
向
っ
て
行
っ
た
が
、
灌
に
述
べ
た
如
く
，
國
家
の
生
產
經
濟
そ
れ
自
體
が
大
規
規
模
經
營
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
完 
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成
を
助
け
た
も
の
は
國
家
で
あ
つ
た
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
技
術
の
發
達
の
動
因
で
あ
る
。
前
迷
し
た
や
ぅ
に
、
國
家
經
濟
は
初
期 

の
階
梯
に
於
て
旣
に
進
歩
し
た
技
術
の
把
持
者
で
あ
っ
た
。
即
ち
技
術
的
發
展
の
爲
め
に
重
要
な
る
意
義
を
も
っ
た
軍
事
技
術
の
把
持 

者
で
あ
っ
た
。
こ
の
軍
事
的
技
術
の
發
展
が一

股
的
按
術
の
發
展
を
招
致
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ス

•
ゥH

バ
ア
も

亦
、
火
藥
の
發 

見
を
以
て
近
代
的
經
濟
發
展
の
究
極
の
原
因
と
看
て
居
る
。
軍
事
的
按
術
と
密
接
な
る
關
係
に
於
て
交
易
技
術
が
發
達
す
る
。
其
の
他 

の
技
術
上
の
展
は
軍
事
技
術
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
と
謂
っ
て
宜
い
。
か
く
し
て
生
じ
た1

般
經
濟
の
進
歩
は
逆
に
國
家
の
生
産 

經
濟
及
ぴ
軍
事
技
術
に
反
作
用
す
る
。
か
、
る
反
作
用
が
國
家
經
濟
と
輕
濟
組
織
と
の
複
雜
な
關
係
を
招
来
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
國
家
の
生
產
經
濟
に
っ5
て
述
べ
た
が
、
國
家
の
公
課
經
濟
も
亦
、
藤
史
的
に
與
へ
ら
れ
る
經
濟
の一

般
的
條
件
に
間
接
に 

，
依

存

し-
自
由
經
濟
の一

定
の
形
式
に
直
接
依
據
す
る
。
封
鎖
的
宮
廷
經
濟
に
於
て
は
、
公
課
經
濟
は
成
立
し
な5

。

蓋
し
公
課
の
徵 

散
は
こ
の
封
鎖
性
を
破
壞
す
る
か
ら
で
あ
る
。
自
然
物
交
易
を
伴
ふ
自
然
物
經
濟
に
は
、
共
同
經
濟
に
於
て
直
接
使
用
せ
ら
れ
る
財
貨 

の
形
態
に
於
け
る
公
課
の
徵
牧
が
照
應
す
る
。
即
ち
こ
の
場
合
公
課
の
形
式
は
勞
務
及
ぴ
實
物
財
で
あ
る
。
而
し
て
貨
幣
經
濟
に
應
す 

る
も
の
は
貨
幣
稅
で
あ
る
が
、
貨
幣
經
濟
が
益
よ
分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
租
税
組
織
は
複
雜
化
す
る
。
資
本
經
濟
に
對
し
て
は
、
 

產
税
、
所
得
税
、
會
社
稅
、
取
引
稅
と
し
て
の
公
課
經
濟
が
成
立
す
る
。
か
く
て一

般
に
自
由
經
濟
の
構
成
樣
式
が
分
化
し
て
行
く
に 

從
っ
て
、
こ
れ
に
照
應
す
る
公
課
形
式
も
複
雜
化
す
る
。
更
に
こ
の
照
應
形
式
を
動
態
的
に
考
察
す
れ
ば
、
上
位
的
な
公
課
經
濟
と
自 

由
經
濟
と
の
基
本
關
係
が
明
ら
か
と
な
る
。
國
家
の
生
產
經
濟
が一

般
經
濟
に
作
用
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
公
課
經
濟
も
亦
そ
ぅ 

.で
あ
る
。
例
へ
ぱ
、
貨
幣
稅
が
採
用
せ
ら
る
れ
ば
，
§

經
濟
は
强
制
さ
れ一
般
化
す
る
。

次
に
國
家
の
統
治
經
濟
とIE

由
經
濟
と
の
■
係
を
示
さ
ぅ
。
國
家
が
法
的
秩
序
を
設
け
る
の
は
、
總
體
經
濟
の
組
纖
さ
れ
た
機
能
遂 

行
を
保
證
す
る
た
め
で
あ
る
。
故
に
法
的
秩
序
は
支
配
的
經
組
織
の
現
れ
で
あ
る
。
自
由
經
濟
に
於
け
る
國
家
僕
赂
の
組
織
と
し
て 

の
統
治
經
濟
に
も
固
有
の
照
應
關
係
が
あ
る
。
統
治
が
起
る
の
は
個
人
の
自
由
が
全
體
の
生
存
及
び
そ
の
部
分
の
保
全
を
脅
か
す
場
合 

で
あ
る
。
鬪t

-

に
よ
る
自
由
な
る
土
地
所
有
に
は
、
公
有
廣
域
組
織
に
よ
る
經
營
の
統
治
が
對
應
し
、
生
産
者
の
獨
占
特
權
に
は
消
資 

者
保
護
が
對
ま
す
る
。
ま
た
生
産
の
衝
動
力
と
し
て
の
資
本
家
の
利
潤
欲
の
許
容
に
尉
し
、
弱
者
の
技
取
•
損
害
保
■
が
ぽ
す
る
。
結 

局
、
道
德
的
•
人
間
的

•
社
會
精
神
的
動
機
が
個
人
の
貪
利
を
制
限
す
る
こ
と
が
勘
け
れ
ば
®
い
程
，
益
ょ
多
く
の
統
治
が
現
れ
る
の 

で
あ
る
。
g
由
經
濟
と
國
家
の
統
治
經
濟
と
の
照
應
形
式
を
動
態
的
に
考
察
す
る
と
"
こ
の
統
治
經
濟
は
自
由
經
濟
組
織
に
應
じ
て
ニ 

次
的
に
現
れ
る
場
合
と
、

一

次
的
に
生
じ
て
こ
れ
に
照
應
す
る
e
由
經
濟
組
織
を
作
り
上
げ
る
場
合
と
が
あ
る
。
後
者
は
例
へ
ぱ
人
口 

政
策
、
補
助
金
政
策
等
で
あ
る
。

最
後
に
國
家
の
支
出
經
濟
に
就
い
て
述
ぶ
れ
ば
、
こ
の
經
濟
も
亦
前
述
の
生
產
經
濟
•
公
課
經
濟
•
統
洽
經
濟
と
等
し
く
、

一

般
經

濟
の
構
成
と
關
聯
す
る
。
即
ち
國
家
の
機
能
が
擴
大
し
多
額
の
經
費
を
必
要
と
す
る
に
從
っ
て
、
國
家
の
貨
幣
需
要
は
增
進
す
る
。
貴
，

金
屬
の
需
要
は
增
し
"
國
家
は
貨
幣
租
税
を
き
あ
げ
る

0
こ
れ
が
經
濟
の
基
礎
を
變
更
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
國
家
は
、
技
術
的
方

面
に
對
す
る
經
費
支
出
に
よ
っ
て
、
技
術
的
進
歩
の
把
持
者
と
な
り
、
而
し
て
こ
の
進
歩
は
更
に
自
由
經
濟
に
反
作
用
す
る
？
ミ

，
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ル
に
從
へ
ば
、
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濟
史
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任
務
は
個
々
の
發
展
系
列
の
歷
史
的
結
果
を
經
濟
的
形
態
に
於
け
る
一
定
理
想
型
の
繼
績
に
隨 

二
元
的
經
濟
組
縫
論 

ニ

丸

(
I
r
a
n
l
f
o



二
元
的
經
濟
組
織
論 

三
0 

ニ
四
ニ
六)

つ
て
寫
し
出
し
、
各
經
濟
的
段
階
に
於
け
る
構
成
形
式
の
結
合
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
彼
れ
は
こ
の
方
法
論
的
見
地
か
ら
、
 

以
上
の
如
く
，
國
家
經
濟
の
發
展
を
！
般
經
濟
の
そ
れ
と
關
聯
せ
し
め
つ
、
說
明
し
た
。
こ
の
說
明
が
從
來
の
經
濟
發
達
階
段
說
に
基 

い
て
居
る
こ
と
は1

見
明
瞭
で
あ
る
が
、
從
來
の
階
段
說
が
經
濟
範
圓
と
國
家
領
域
と
を
不
可
分
の
統1

關
係
に
於
い
て
說
明
す
る
に 

反
し
、
被
れ
は
こ
の
雨
者
を
區
別
し
て
國
家
經
濟
の
發
展
を
こ
の
雨
者
の
照
應
關
係
か
ら
說
明
す
る
？〕)

こ
、
に
彼
れ
の
經
濟
組
織 

發
展
論
の
特
殊
性
が
あ
る
。
斯
る
二
元
的
發
展
の
過
程
は
現
代
の
經
濟
組
織
を
決
定
す
る
。
か
く
て
吾
々
は
資
本
主
義
經
濟
生
活
に
於 

け
る
彼
れ
の
經
濟
組
纖
二
元
論
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(

1
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五

サ
ダ
チ
ュ
ル
は
現
代
の
經
濟
組
ま
に
就
て
共
同
經
濟
と
し
て
の
國
家
經
濟
と
資
本
主
參
的
自
由
市
場
經
濟
と
のI  
ニ
兀
論
を
說
い
て
居 

る
。
先
づ
彼
れ
は
國
家
經
濟
の
原
理
、
機
構
，
構
成
を
資
本
主
義
的
®
由
市
場
經
濟
の
そ
れ
と
を
次
の
如
き
種
々
な
る
動
か
ら
比
粒
す 

る0

一
社
會
の
種
類
國
家
經
濟
と
自
由
市
場
經
濟
と
は
共
に
人
聞
社
含
を
前
提
と
す
る
が
、
そ
の
社
會
層
の
種
類
は
根
本
的
に
異
る
。 

即
ち
自
由
市
場
經
濟
は
各
個
別
經
濟
が
後
械
的
に
結
合
せ
る
交
換
社
會
を
基
礎
と
す
る
。
こ
、
に
於
て
は
、
各
個
人
は
前
述
し
た
チ11 

1
ス
の
意
味
に
於
け
る
利
益
社
會
的
な
關
係
で
冗
に
結
合
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
國
家
に
於
け
る
社
含
原
理
は
利
益
社
含
で
は
な
く
て
共

同
社
會
で
あ
る
。
こ 

©
場
<5ロ
、
交
換
社
會
に
於
け
る 

C
h
a
c
u
n

 

pour 

soi, 

Dieu 

pour Hens 

tous 

は 

Alle fUr 

Einen, 

Einer 

fUr A
l
l
e

に
お
き
挨
へ
ら
れ
る
。
國
家
は
共
同
社
會
の
法
的
組
纖
で
あ
る
。
此
は
社
會
學
的
に
謂
へ
ぱ
共
同
體(

G
e
m
e
i
n
w
e
s
e
t
o

で 

あ
る
。
恰
も
交
換
社
會
が
自
由
市
場
經
濟
の
主
體
で
あ
る
如
く
.
國
民
の
共
同
體
並
に
共
同
社
會
が
國
家
經
濟
の
把
持
者
で
あ
り
、
主 

體
で
あ
る
。

ニ

欲
望
の
種
類
國
家
經
濟
は
共
同
社
會
欲
望
の
充
足
に
役
立
っ
も
の
で
あ
る
。
斯
る
共
同
社
會
欲
望
は
、
國
家
の
定
有
と
共
に 

與
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
共
同
社
會
の
維
持
•
發
展
の
目
的
か
ら
客
觀
的
に
生
す
る
。
然
る
に
個
別
經
濟
は
欲
望
を
感
す
る
主
體
の
そ 

の
欲
望
換
言
す
れ
ば
個
別
欲
望
の
充
足
に
役
立
っ
も
の
で
あ
る
。
共
同
社
含
は
全
體
の
厚
生
を
主
眼
と
す
る
か
ら
、
社
舍
的
に
重
要
な 

個
別
欲
望
の
確
實
な
る
充
足
を
助
け
る
。
こ
の
場
合
、
個
別
欲
望
に
割
り
當
て
ら
れ
る
共
同
社
會
欲
望
が
现
れ
る
。
此
れ
等
の
欲
望
充 

足
は
今
日
國
家
經
濟
の
廣
い
範
園
を
占
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
欲
望
が
如
何
な
る
形
態
を
と
る
に
も
せ
よ
、
國
家
經
濟
は
本
質
的
に
ま
た 

內
容
的
に
共
同
社
會
欲
望
の
充
足
に
基
い
て
成
立
す
る
。
而
し
て
財
貨
供
給
の
組
綴
と
し
て
の
市
場
經
濟
は
、
假
令
其
が
個
別
經I

S

に 

よ
っ
て
支
持
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
せ
よ
、
兩
範
園
の
供
給
に
役
立
っ
も
の
で
あ
る
。

ミ
志
向
の
種
類
自
由
市
場
經
濟
に
於
て
は
個
人
の
經
濟
的
私
利
が
行
は
れ
る
。
然
る
に
國
家
經
濟
に
於
て
は
共
同
志
向
が
支
配 

す
る
。
事
實
上
、
國
家
經
濟
に
於
る
共
同
志
向
の
具
有
力
の
認
識
に
基
い
て
，
こ
の
經
濟
の
も
っ
强
制
の
意
義
が
完
全
に
說
明
せ
ら
れ 

る
。
即
ち
國
家
經
濟
は
か》

る
共
同
忠
向
の
確
實
な
る
完
成
に
役
立
つ
。
そ
こ
で
、
個
人
は
共
同
志
向
を
有
す
る
も
の
と
し
て
行
動
す 

る
こ
と
を
强
制
さ
れ
る
。
單
に
强
制
は
共
同
體
の
綺
め
金
及
び
安
全
裝
置
に
す
ぎ
な5

。

二
元
的
經
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組
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八)

0

經
濟
指
導
の
種
類(

ィ)

經
濟
指
導
原
理——

自
由
市
場
經
濟
に
於
て
は
經
濟
指
導
原
理
と
し
て
參
料
の
原
則
が
作
用
す
る
。 

か

i
る
營
利
欲
は
資
本
主
義
的
組
織
の
經
濟
志
向
で
あ
リ
、
そ
の
精
神
で
あ
る
。
然
る
に
國
家
經
濟
は
決
し
て
營
利
經
濟
で
は
な
い
。 

利
潤
を
巡
っ
て
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
此
は
本
来
消
費
經
濟
で
あ
る
。
か
ふ
る
消
費
的
な
性
質
を
も
っ
が
故
に
、
國
家
經
濟
の
指 

導
原
理
は
需
要
充
足
の
原
理
で
あ
る
。
即
ち
國
家
の
經
濟
は
！
個
の
需
要
充
足
越
濟
で
あ
る
。(

E
O

手
段
調
達
の
原
理——

自
由
市
場 

經
濟
に
於
て
は
、
給
付
と
反
對
給
付
の
關
係
が
作
用
す
る
。
然
し
共
同
經
濟
は
こ
れ
を
構
成
ず
る
各
個
人
の
犧
胜
を
基
礎
と
す
る
。
國 

家
と
國
民
> 
共
同
社
會
と
そ
の
部
分
と
の
間
に
は
，
給
付

•
反
對
給
付
も
、
特
殊
報
償
、

！

般
的
報
償
も
な
い
。
共
同
社
含
目
的
の
實 

現
に
役
立
っ
手
段
調
達
の
爲
め
に
，
共
同
性
が
國
民
の
犧
牲
に
變
す
る
の
で
あ
る
。(

ハ)

手
段
使
用
の
原
理——

例
へ
ぱ
勞
働
力
調
達 

の
場
合
、
市
場
經
濟
に
於
て
は
，
賃
銀
支
拂
の
原
則
が
作
用
す
る
が
、
共
同
經
濟
に
於
て
は
、
手
段
使
用
の
過
程
に
於
て
、
扶
養
の
原 

旧
が
作
用
す
る
。
即
ち
共
同
經
濟
に
於
け
る
勞
働
力
の
調
達
は
，
兵
役
の
義
務
の
如
き
參
仕
義
務
に
よ
る
か
、
自
由
意
志
的
な
國
家
卷 

仕
に
よ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
場
合
"
國
家
奉
仕
者
に
賃
銀
を
支
拂
ふ
の
で
は
な
く
て
、
單
に
之
を
扶
養
す
る
爲
め
の
支
拂
を
行 

ふ
も
の
と
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

五

經

濟

機

棒

の

種

類(

ィ)

財
産
組
織——

，：！

由

な

る

資

本

主

參

的

市

場

經

濟

は

土

地

•
生

11

手
段
•
消
費
財
の
私
有
財
產
組
纖 

を
基
礎
と
す
る
。®

家
も
亦
、
今
日
の
二
元
的
組
纖
に
於
て
は
、
此
れ
等
種
々
な
る
財
を
所
有
す
る
。
然
し
か
、
る
財
は
共
同
所
有
で 

あ
る
。
即
ち
國
家
經
濟
は
共
有
財
産
組
織
を
と
る
も
の
で
あ
る
。(

n
)

組
成
I
f
自
由
市
場
經
濟
は
、
そ
の
內
的
組
成
に
よ
れ
ば
，1 

0

の
經
濟
結
合
で
あ
つ
て
*
其
は
分
散
的
に
組
纖
さ
れ
て
居
る
。
そ
の
經
濟
意
志
は
絲一

的
で
は
な
い
。
而
し
て
こ
の
經
濟
結
合
は
冗
，

に
他
を
補
は
ん
と
す
る
相
作
用
關
係
か
ら
成
立
し
て
わ
ろ
。
然
る
に
國
家
經
濟
は
、
統

一

的
意
志
に
よ
つ
て
導
か
れ
、
集
中
的
に
組 

織
さ
れ
た
る1

っ
の
單一

經
濟
で
あ
る
。
即
ち
國
家
經
濟
は
、
そ
の
機
構
及
び
意
志
構
成
か
ら
謂
っ
て
、
作
用
結
合
で
は
な
く
，
目
的 

結
合
、
チ
レ
オ&

ギ
ー
的
な
組
纖
で
あ
る
。

分
業——

自
由
市
場
經
濟
に
於
け
る
經
濟
結
合
は
自
由
分
業
に
基
く
。
然
る
に
國
家 

經
濟
に
於
て
は
支
配
的
分
業
が
作
用
す
る
。
こ
れ
を
組
成
の
問
題
と
結
び
っ
け
て
考
へ
る
と
、
市
場
經
濟
に
於
け
る
自
由
分
業
は
作
用 

結
合
を
表
は
し
、
國
家
經
濟
に
於
け
る
支
配
的
•
組
織
的
分
業
は
目
的
結
合
を
示
し
て
居
る
。(1

こ
經
濟
様
式——

分
散
的
に
組
織
せ 

ら
れ
た
る
經
濟
結
合
と
し
て
の
自
由
市
場
經
.湾
は
無
政
府
的
•
無
支
配
的
•
無
計
晝
的
歲
爭
經
濟
で
あ
る
。
然
る
に
集
中
的
に
組
織
せ 

ら
れ
た
る
單一

經
濟
と
し
て
の
國
家
輕
濟
は一

っ
の
計
畫
經
濟
で
あ
る
。
か
&
る
計
晝
的
性
質
は
共
同
經
濟
の
家
計
に
よ
っ
て
明
臉
に 

表
現
せ
ら
れ
て
居
る
。

六

技

術

の

種

類

一

般
の
考
へ
に
よ
れ
ば
，
近
代
の
進
歩
的
按
衛
ぱ
營
業
組
織
に
基
く
市
場
經
濟
の
競
爭
組
織
に
よ
っ
て
耍
請
せ 

ら
れ
る
。
か

X
る
市
場
經
濟
の
鼓
爭
組
織
が
按
術
の
進
步
を
窗
ら
す
の
で
あ
る
。
然
し
國
家
經
濟
に
於
け
る
按
術
の
進
步
も
亦
之
を
忘 

れ
て
は
な
ら
ぬ
。
即
ち
國
家
間
の
麓
爭
の
爲
め
に
、
國
家
經
濟
は
戰
爭
按
術
の
進
歩
を
齋
ら
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
問
題
は
ニ
つ 

の
方
面
か
ら
考
へ
ら
れ
る
。
第

一

に
國
家
經
濟
は
破
壞
的
技
術
の
刺
戟
者
•
貪
行
者

•
把
持
者
で
あ
る
。
狭
い
意
味
に
於
て
は
、
破
廣 

的
技
術
は
戰
爭
實
行
の
技
術
で
あ
る
。
是
を
廣
く
解
す
れ
ば
、
破
壞
手
段
そ
れ
自
體
の
製
造
も
亦
破
壞
的
按
術
に
屬
す
る
。
謂
は
！̂
、 

此
は
破
壞
的
生
産
技
術
で
あ
る
。
第
二
に
、
國
家
經
濟
は
間
接
に
生
産
的
生
産
技
術
を
要
求
す
る
。
先
づ
目
的
の
異
質
に
よ
り
、
破
壞 

的
生
產
技
術
の
進
歩
が1

般
的
技
術
の
進
歩
を
窗
ら
す
。
更
に
、
戰
爭
技
術
に
役
立
っ
も
の
と
し
て
交
通
技
術
が
發
展
す
る
T
し。

二
元
的
經
濟
組
織
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ss. 32-63 .

瘤
ほ
彼
れ
は
以
上
の

說
明
を
同
書
六
六
I
六
七
頁
に
表
式
化
し
て

ゐ
る
。

參
照
せ
ら
る
れ
ば
、
兩
者 

の
比
較
は一

盾
明
瞭
と
な
る

で
あ
ら
ぅ
。

斯
く
て
リ
ク
チ
ュ
ル
に
從
へ
ば
、
共
同
經
濟
と
し
て
の
國
家
經
濟
は
市
場
經
濟
と
有
ら
ゆ
る
點
に
於
て
根
本
的
に
相
違
す
る
。
た
ビ
、
 

共
同
經
濟
船
纖
も
市
場
經
濟
組
纖
も
共
に
經
濟
原
理
の
も
と
に
成
立
す
る
と5

ふ
點
に
於
て一

致
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
 

雨
者
は
常
に
比
較
せ
ら
れ
類
別
せ
ら
れ
る
。
即
ち
こ
の
雨
者
は
人
間
經
濟
の
相
異
れ
る
二
つ
の
形
態
•
組
織
で
あ
る
。
T) 

r
l)H

.

 RitschI, a. a. 

o
. s,

ひ7.

以
上
の
說
明
で
國
家
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
二
元
的
經
濟
組
織
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
然
し
問
題
は
更
に
展
開
す
る
。
國
家
經
濟
は 

1

方
的
に
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
に
位
存
す
る
か
、
前
者
は
た
後
者
に
よ
つ
て
制
約

•
服
定
さ
れ
る
か
と5

ふ
こ
と
で
あ
る
。
リ
ッ 

チ
ュ
ル
は
、
國
家
經
濟
が
資
本
主
義
に
順
應
せ
ざ
る
限
り
、
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
二
元
的
經 

濟
組
織
の
關
係
に
於
て
.
こ
の
雨
者
が
相
交
錯
す
る
こ
と
を
次
の
譜
默
か
ら
說
い
て
わ
る
。

I

國
家
の
固
有
給
付
經
濟
及
び
消
費
經
濟
國
家
の
消
費
並
に
固
有
給
付
經
濟
は
廣
い
程
度
に
於
て
獨
力
の
も
の
で
あ
り
、
而
し 

て
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
か
ら
獨
立
し
て
ゐ
る
。
こ
の
經
濟
は
共
同
欲
望
を
充
足
し
、
共
同
社
會
實
現
に
役
立
つ
。
即
ち
こ
の
場
合
、
 

市
場
經
濟
と
の
相
互
關
係
及
び
依
存
性
は
、
共
同
欲
望
と
個
別
欲
望
と
の
明
瞭
な
る
；

51 ；

別
に
よ
っ
て
理
論
的
に
不
必
耍
と
な
る
の
で
あ 

る
。
併
し
乍
ら
、
實
際
に
は
、
此
れ
等
は
二
重
の
意
味
に
於
て
接
觸
し
て
ゐ
る
。
，第

一

は
、
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
の
要
素
と
し
て
の 

營
利
經
濟
は
共
同
經
濟
の
擴
大
を
妨
げ
や
う
と
す
る
。
か
と
る
兩
經
濟
聞
の
競
合
は
政
治
鬪
爭
化
す
る
。
第
二
は
共
同
社
含
欲
望
に
關

與
す
る
個
別
欲
望
及
び
集
團
欲
望
が
成
立
し
得
る
0
例
へ
ぱ
、
軍
需
工
業
者
は
國
防
と
利
室
■
係
を
も
◊
こ
と
が
極
め
.て
深
い
。
斯
ぐ 

て
、
個
別
欲
望
と
共
同
社
含
欲
望
を一

つ
の
統一

的
な
需
要
組
綴
の
部
分
と
し
て
者
察
す
.ム、な
ら
ば
、
純
粹
の
共
同
社
會
欺
望
が
充
足 

せ
ら
れ
る
限
り
、
國
家
の
消
費
並
び
に
固
有
給
付
經
濟
は
私
的
消
費
經
濟
組
織
と
を
す
る
。
而
し
て
共
同
社
會
欲
望
の
個
人
欲
望
に 

對
す
る
關
與
と
い
ふ
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
、
共
同
社
舍
欲
望
は
私
的
消
費
經
濟
組
纖
の
丄
位
に
在
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

ニ

國
家
の
生
產
經
濟
國
家
の
生
産
經
濟
は
二
元
的
經
濟
組
織
に
於
て
は
、
私
的
生
産
經
濟
の
市
場
經
濟
組
織
と
交
錯
す
る
。
本 

來
、
國
家
の
生
産
經
濟
に
は
ニ
タ
の
形
態
が
あ
る
。

1

は！

元
的
共
同
經
濟
に
於
て
熟
ら
現
れ
る
自
己
生
産
で
あ
り
、
他
は
市
場
に
於 

て
眼
賣
す
る
爲
め
に
財
貨
を
生
産
す
る
市
場
生
産
で
あ
る
。
而
し
て
二
元
的
組
織
に
於
て
は
、
W
家
の
營
利
經
濟
は
市
場
經
濟
に
於
て 

手
段
を
獲
得
し
、
こ
れ
^
以̂
て
共
同
社
合
1欲
望
を
充
足
す
る
0
市
場
經
濟
と
の
斯
る
結
合
は
ニ
商
的
で
あ
る
。
蓋
し
漠
得
せ
ら
れ
た
る 

手
段
は
再
び
市
場
經
ま
か
ら
財
貨
及
び
勤
勞
を
賈
ふ
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
"
純
粹
な
る
國
家
の
營
利
經
濟
は
寧 

ろ
例
外
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
國
家
の
生
産
經
濟
に
於
て
は
-概
し
て
個
別
欲
望
に
干
與
せ
る
共
同
社
會
欲
望
が
働
く
か
ら
で
あ
る
。 

斯
か
る
欲
望
に
從
つ
て
、
國
家
の
§

經
濟
の
經
營
形
態
を
分
類
す
る
と
め
の
如
く
な
る
0〈

ィ：}

雨
家
の
自
己
生
産——

國
家
の
自
己 

生
産
に
於
て
は
、
國
家
自
體
の
再
生
産
的
又
は
最
後
的
消
費
に
役
立
ち
、
純
粹
の
共
同
欲
望
を
充
足
す
る
と
こ
ろ
の
財
貨
が
生
産
せ
ら 

れ
る
。(

ロ)

公
的
施
設——

こ
れ
は
固
有
絵
付
經
濟
と
し
て
純
粹
の
共
同
社
會
欲
望
を
充
足
す
る
か
、
ま
た
は
割
り
當
て
ら
れ
た
共
同 

社
會
欲
望
を
伴
ふ
個
別
欲
望
を
ま
た
す
®
か
\
る
割
り
當
て
ら
れ
た
共
同
欲
望
は
公
的
施
設
に
於
て
費
用
測
定
と
し
て
現
は
れ
る
。
手 

數
料
の
原
理
が
作
用
す
る
の
は
こ
の
場
合
で
あ
る
。U

)

公
的
企
業——

公
企
業
に
於
て
は
、
割
り
當
て
ら
れ
た
共
同
欲
望
を
伴
ふ
個 

二
元
的
經
濟
艇
緣
論 

H
五

(
1
1
1

 
ニ
ニ〕
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四
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別
欲
望
が
充
足
せ
ら
れ
る
。
此
の
場
合
に
は
、
利
子
支
拂
の
原
理
が
働
く
。(

二)

營
利
八
ん
業——

國
家
の
營
利
企
業
は
純
然
た
る
個
別 

欲
望
を
充
足
す
る
。
故
に
、
こ
の
場
合
、
利
潤
原
理
•
營
利
原
理
が
支
配
す
る
。
從
っ
て
自
由
な
る
市
場
經
濟
と
の
交
錯
關
係
は
特
に 

緊
密
で
あ
る
。(
ホ)

獨
占
企
業——

獨
占
企
業
は
獨
占
的
市
場
供
給
を
通
し
、
可
及
的
大
な
る
利
潤
を
あ
げ
る
目
的
を
以
て
純
粹
の
個 

別
經
濟
を
充
足
す
る
。
こ
\
に
於
て
等
し
く
利
潤
原
理
が
作
用
す
る
。
獨
占
價
格
が
成
立
す
る
。
此
の
獨
占
慣
格
に
は
租
稅
的
要
素
が 

含
ま
れ
て
ゐ
る
。

三

國
家
の
公
課
經
濟
國
家
の
公
課
輕
濟
は
、
共
同
經
濟
の一

っ
の
構
成
形
態
で
あ
っ
て
、
た
ぐ
二
元
的
經
濟
組
織
に
於
て
、r

共 

同
輕
濟
的
國
家
經
滴
と
自
ホ
市
場
經
濟
の
並
立
よ
り
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
\
る
公
課
經
濟
は
自
由
市
場
經
濟
及
び
そ
の
私
的
個
別 

經
濟
の
耍
素
の
上
位
に
在
る
。
今
日
の
二
元
的
組
纖
に
於
て
は
、
生
産
手
段
の
大
部
分
は
私
有
で
あ
る
。
而
し
て
國
家
の
生
產
經
濟
は 

よ
く
そ
の
需
要
を
蔽
ふ
こ
と
が
出
来
な
5

0

か
く
て
犧
牲
原
理
の
も
と
に
私
的
個
別
經
濟
よ
り
の
獲
得
が
行
は
れ
る
。
租
税
は
二
元
的 

經
濟
組
織
に
照
應
す
るI

っ
形
式
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
位
の
公
課
經
濟
は
そ
の
下
に
在
る
市
場
經
濟
の
機
構
及
び
形
態
に
依
存
し
•
 

且
っ
こ
の
形
態
の
傳
染
彻
と
し
て
適
應
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
自
由
經
濟
と
租
税
の
形
式
並
び
に
そ
の
適
用
と
の
構
成
の
間
に
は 

密
接
な
る
照
應
形
態
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。

四

公
債
經
濟
ゴ
オ
ル
ド
シ
ャ
ィ
ド
は
二
元
的
經
濟
組
織
に
於
け
る
國
家
經
濟
が
自
由
資
本
市
場
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
國
家
の 

資
本
主
義
的
依
存
と
解
し
た
。
彼
れ
は
資
本
家
へ
の
國
家
の
依
存
を
說
き
、
而
し
てか

-
-

る
依
存
は
國
家
の
再
所
有
化
に
よ
っ
て
經
濟 

旧
ま
に
移
行
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
？
：

然
し
かX

る私
：！

資
本
家
へ
の
共
同
體
の
依
存
は
二
三
の
大
資
本
家
に
よ
っ
て

公
箭
が
；

S

き
曼
け
ら
れ
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
公
債
：̂
廣
レ
火
衆
に
よ
っ
て
が
き
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
，
か
\
る
廣
い
範
圍 

の
公
債
所
有
者
は
政
治
的
に
組
織
さ
れ
す
、
從
っ
て
其
は
國
家
の
壓
迫
と
は
な
ら
ぬ
。
猶
ほ
公
債
經
濟
は
自
由
市
場
經
濟
の
貸
附
形
式 

に
適
合
す
る
。
寧
ろ
、
こ
の

雨
領
域
に
於
て
は
同
一
の
形
式
が
作
用
す
る
の
で
あ
る
。 

.

五

國
家
の
統
治
經
濟
國
家
の
統
洽
經
濟
は
廣

S

範
圍
を
占
め
て
居
る
が
、
こ
れ
を
三
個
の
主
要
な
る
領
域
に
分
け
て
考
察
し
よ

ぅ
。(

ィ)

自
由
市
場
經
濟
に
よ
っ
て
保
読
せ
ら
れ
ざ
る
、
國
民
の
扶
養
に
む
け
ら
れ
る
共
同
社
會
欲
望
は
，
不
完
全
な
る
供
絵
の
欠
如

を
補
ふ
た
め
の
み
な
ら
す
，
經
濟
的
照
意
の
欠
け
た
る
意
思
を
補
充
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
場
合
、
統
治
經
濟
は
行
政
的
機

能
を
充
た
す
と
同
時
に
、
社
含
政
策
的
領
域
に
も
這
入
っ
て
來
る
。(

a
)

經
濟
的
弱
者
の
摊
取
を
妨
害
す
る
こ
と
に
む
け
ら
ね
る
共
同

社
含
欲
望
は
資
ネ
主
義
的
個
別
經
滴
に
於
け
る
無
遠
慮
の
營
利
欲
を
束
縛
す
る
。(

ハ)

闺
家
®
統
治
經
濟
は
結
局
自
め
市
場
經
濟
そ
れ

自
體
の
基
礎
を
强
固
に
す
る
？
マ

(

i

拙
稿「

財
政
學
の
社
會
理41 」

ゾ
本
誌
二
十
八
卷
ニ
號)
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a. 

a. 

70-122.

以
ト
：の
說
明
に
よ
っ
て
、
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
二
元
的
經
濟
組
織
論
は
大
赂
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
ふ
。
即
ち
彼
れ
は
共
同
經
濟
と
し
て 

の
財
政
を
-
そ
の
意
義
•
機
構

•
構
成
に
基
い
て
閩
明
し
、
之
を
資
本
主
義
的
市
場
經
濟
に
對
立
せ
し
め
て
そ
れ
と
の
照
應
關
係
を
明 

脑
に
し
た
。
然
ら
ぱ
こ
の

二
元
論
に
就
て
如
何
な
る
批
判
が
與
へ
ら
れ
る
か
。

先
づ
方
法
論
的
に
み
て
、
二
元
論
に
依
ら
ざ
る
組
織
論
は
一
元
的
組
織
論
か
、
参
元
的
組
織
論
か
で
あ
る
®
前
者
に
就
て
は
、
彼
れ 

二

元

的

®
濟

組

縫

論
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二
元
的
經
濟

組
織
論 

ゴI

八

(
1

四
三
四)

は

「
一

元
的
組
綴
論
か
二
元
的
組
織
論
か」

の
章
を
設
け
て
前
に
說
明
し
た
二
元
論
の
結
論
と
し
ゐ
ろ
。
彼
れ
に
’從
へ
ば
、
最
早
や 

事
實
上
一
元
的
な
自
由
場
經
濟
と

5

ふ
も
の
は
あ
り
得
な5

。

こ
れ
は
二
重
の
意
味
に
於
て
結
合
せ
る
經
濟
で
あ
る
。
第

一

に
、
此 

は
共
同
經
濟
組
織
と
結
合
し
て
わ
る
。

第
二
に
、

ヵ
ル
テ
ル
其
の
他
'の
個
別
經
濟
の
結
合
と
結
び
っ
い
て
ゐ
る
。
猶
ほ
一
元
的
な
共 

同
經
濟
も
亦
存
在
し
な5

。

一
 
元
的
共
同
經
ぽ
は
市
場
經
濟
の
完
全
な
る
排
除
を
前
提
と
す
る
が
、
共
産
主
義
下
に
在
る
ロ
シ
ア
に
於 

て
さ
へ
も
、
今
日
二
元
的
な
經
濟
組
織
が
と
ら
れ
て
わ
る
"
か
く
て
吾
々
は
共
同
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
二
元
的
組
織
を
認
め
、
今
日 

此
れ
等
兩
組
織
が
相
交
錯
し
て
經
濟
組
織
の
全
構
成
を
作
り
上
げ
て
ゐ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
謂
っ
て
居
る
？〕

"

現 

實
のn

シ
ア
に
於
け
る
經
濟
組
織
を
平
面
的
な
二
元
的
組
織
と
す
る
こ
と
に
就
て
恐
ら
く
異
論
が
あ
ら
う
。
共
產
主
ま
は
そ
れ
◎
體
ー 

元
的
な
經
濟
組
纖
を
目
標
と
す
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
市
場
經
濟
は
寧
ろ
過
程
的
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
猶 

ほ
資
本
主
義
國
家
に
就
て
謂
へ
ば
、
權
力
の
所
在
層
に
ょ
る
共
同
經
濟
の
支
配
、
從
っ
て
生
す
る
共
同
志
向
の
偏
⑩
が
現
は
れ
て
、
共 

同
經
濟
の
本
賞
的
意
錢
が
極
め
て
不
蹄
明
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
然
し
共
同
經
濟
を
そ
の
理
想
型
の
意
味
に
於
て
觀
念
的
に
理
解
す
れ
，
 

ぱ
、
資
本
主
義
社
會
に
於
け
る
二
元
論
は
充
分
に
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
共
同
經
濟
は
歷
史
的
制
約
か
ら
表
’⑩
上
の
偏
曲
を
蒙
る 

け
れ
ど
も
、
そ
の
必
然
性
は
國
家
經
濟
の
定
有
と
な
っ
て
現
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
理
論
的
に
認
め
ら
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
れ
が
共
同 

經
濟
の
本
質
的
機
構
を
一
勝
明
瞭
に
し
、
そ
の
歷
史
的
制
約
過
程
と
し
て
の
國
家
經
濟
を
自
由
市
場
經
濟
に
對
立
せ
し
め
た
な
ら
ば
、 

被
れ
の
二
元
論
は
更
に
徹
底
し
た
で
あ
ら
う
。
次
に
多
元
論
に
ょ
る
批
判
を
考
察
す
る
。
ィ

ェ

ヒ

ト

は

、

ゾ

ム

バ

ル

ト

と

共
に
、
國
家 

經
濟

.
市
場
經
濟
以
外
に
、
例
へ
ぱ
自
足
嚴
濟
•
手
工
業•

铅
同
組
合
輕
濟
等
の
種
々
な
る
經
濟
組
織
が
相
交
錯
し
て
現
代
の
經
濟
機

構
を
作
り
上
げ
て
ゐ
る
か
ら
、
經
濟
組
織
の
二
元
論
で
は
な
く
て
そ
の
多
元
論
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
說5

て
な
ろ
7

%

無 

論
、
個
別
的

•
發
生
的
に
觀
れ
ぱ
> 

現
代
の
經
濟
組
織
に
は
様
々
な
る
形
態
が
あ
る
。
然
し
羅
列
的
な
考
察
は
徒
ら
に
組
綴
の
推
積
を 

魔
ら
す
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
の
間
の
統一

的
理
解
を
妨
げ
る
こ
と
が
甚
し
い
。
か
く
て
、
意
義

•
機
構
•
構
成
の
黯
か
ら
說
く
リ
ッ
チ 

ュ
ル
の
二
元
的
經
濟
組
織
論
は
經
濟
組
織
に
對
す
る
一
つ
の
方
法
論
的
理
解
と
し
て
充
分
に
役
立
つ
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
こ
の
二
元
論 

が
國
，¥
經
濟
と
市
場
經
濟
と
の
意
義
•
內
容
を
各
ょ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
雨
者
間
の
關
係
を
本
質
的
に
闇
明
す
るgi

で
特
に
學 

間
的
價
値
を
も
つ
こ
と
、
灌
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
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